
§7．橋梁製作メーカーの歴史

7－1．はじめに

　我が国における鋼（鉄）橋製作の歴史は，明治元年（1868）に官設長崎製鉄所が「くろが

ね橋」（橋長23．6m，幅員6．9m，単純プレートガーダー，写真・7．1）を製作したことに始ま

る。それから130年以上を経た今日では，年問約50万トンの鋼橋が作られるようになり橋

梁製作メーカーも地方の鉄工所まで加えると100社を超えるといわれるようになった。こ

こでは，明治期から現代までに我が国の鋼（鉄）橋を製作したメーカーについて，各社毎

の沿革を調査表形式として「7・4．各橋梁製作メーカーの沿革」の節で，その全体としての変

遷を「7・3．橋梁製作メーカーの変遷」の節で［表一7．1］にまとめた。

［写真・7．1：くろがね橋1）］

7－2．概要2）

［明治期］

　明治に始まった我が国における鋼（鉄）橋製作は，前述の官設長崎製鉄所の他に横浜の

灯明台局や，赤羽工作分局，官設鉄道の新橋工場などの官設工場で始まる［官設時代］。次

いで官設工場から機械設備を受け継いだ石川島平野造船所や，一時官営工場となった芝浦

製作所が橋梁の製作を始めた。

　明治も中期になると，これらの工場で技術を得た人たちが独立して設立した機械工場で

も橋梁が製作されるようになった。この時代は鉄製品全体の需要が少なかったこともあっ

て，鉄製品ならなんでも取り扱う「よろずや的」とも呼ばれている工場で橋も作られていた
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［機械工場の時代］。そして，工業の専門化が進んだ明治後期になると，川崎造船所や大阪

鐵工所あるいは三菱造船所などが造船と兼業とし鋼橋の製作を始め，そして車輌と兼業の

汽車製造，鋼橋の製作を主業とする横河橋梁製作所などが生まれる。

［大正期］

　大正期になると明治末期からの流れが加速される。鋼橋と建築鉄骨の製作を主業とした

専業と呼ばれる会社では松尾鉄骨橋梁，日本橋梁などが生まれ，また，浅野造船所や播磨

造船所など多くの造船所も鋼橋の製作を始める。機械製造の桜田機械製造所が鋼橋の製作

に傾斜したのもこの時代であり，化学工業機械の安藤鉄工所，食品機械の月島鉄工所など

も参入したのがこの時代である。明治以来の日本は不況と不況の谷問をよろめき歩いてき

たといわれるが機械工場や造船所などは一部を除いて不況時になると鋼橋の製作に参入し

ていたともいえる。

［昭和期］

　昭和初期は，東京では震災復興が，大阪を始めとする各都市では都市計画事業が行われ，

地方でも道路の整備が進められるようになった。そのため鋼橋の需要は高まり，多数のト

ラスやアーチ橋が架設された。この時期，専業メーカーとしては東京鐵骨橋梁製作所，宮

地鐵工所などが製作を始めるが，まもなく戦時体制に入り，橋梁製作は空白の時代を迎え

る。昭和40年頃のいわゆる高度成長期には，東海道新幹線，東名・名神自動車道などの大

型プロジェクトの影響により鋼橋の需要は年問30万トンに達する勢いとなった。そのため，

この時期に製作を開始したメーカーが多く，現在，（社）日本橋梁建設協会に加盟している橋

梁製作メーカーの半数以上はこれに該当する。また，この時期にはメーカー問の吸収・合

併が多く，それにともなう社名の改名が多いのも一つの特徴である。その代表例として石

川島播磨重工業，三菱重工業，住友重機械工業などが挙げられる。

《参考文献》

1）ながさき浪漫会編：『ながさき浪漫』，長崎文献社，pp．2，1999．2

2）藤井郁夫：『日本の鋼（鉄）橋製作工場について一明治期一』，土木史研究，No．18，

pp。381・386，1998．5
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7－3．橋梁製作メーカーの変遷

　我が国における橋梁製作メーカーの変遷を［表・7．1］に示す。調査対象としたメーカーは

下記のとおりである。

①明治期以降の官設工場，民間メーカーで鋼（鉄）橋を製作したことが，各種記録書，社

　史などで確認できたもの

②現在（平成14年度），（社）日本橋梁建設協会の会員会社

　［表・7．1］は，これらの橋梁製作メーカー約70社を現在の会社名でアイウエオ順に並べ

た。ただし，現存しない，もしくは現在橋梁生産を行っていないメーカーは当時の会社名

を【】で示した。また，吸収，合併されたメーカーは解り易いように合併先のメーカー

の直後に枝番号を付けて並べた。そして，これらを明治期から現在に至るまで大きく六つ

のゾーンに分け，橋梁生産を行っていた期間や社名変更，合併などの時期を示した。

《表・7．1の凡例》

』

1

2

3

4

4ゴ1

聖

5

メrカー名

圏＼
（掬B製作所

断
喧氣掬

【

【（棟肩

【G工剰

励 証 昭和初期　　～　　昭樹1期

明樹0年〔1877）

存しないあるいは現在橋梁製作を行っていないメーカーを示す

　　　　　　　　　　　畑　　1924）～
　　　　　　　　　　　　　　c霜紅所　　　　→
　注1）明謝　18吻～　　　注2）大iE1無1912）～　　　昭脚1947）～
　　　　　　　　　　→　　（　　　　㌧　　　→
　・欄1910）＾ρ
　　　　　　　　　　→　　　　E鉄工所
　　　　　　　　　　　大iEI11922）～

昭鵬1954）傭3年
（1969）

→

→

現在しないメーカーでNo．4に吸収合併されたことを示す

注1　治15　（1882）～ 注2）大正1（1912）～

OOO造船所 → （株）OOOOO造船所

注1）　橋梁製作を開始した時期，もしくは会社の創業時期を示す。橋梁製作を開始した時

　　　期が不明確なものは，製作が確認できた～番古い時期を示した。

注2）改名時期を示す
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旨
①

No． メーカー名 明治　　　　　　　　　　　～　　　　　大正　　　　　～　　　　昭和初期　　　　～　　　　昭和中期　　　　～　　　　昭和後期　　　　～　　　2002年現在

1
2
3
4
4

－1

4－2

4－3

4－4

5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
8

－1

18－2

18－3

19

20

【赤羽工作分局】

（株）アルス製作所

【（株）安藤鉄工所】

石川島櫃磨重工巣（株）

　　　【高橋鉄工所

　　【（株）播磨造船所

　　　【（株）呉造船所

　　【名古屋造船（株）

石原工桑（株）

【内山鉄工所（大阪）】

宇野重工業（株）

宇部輿産（株）

【梅鉢鉄工所】

【大阪砲兵工廠】

【（株）大阪造船所】

【大島工桑（株）】

（株）大島造船所

大谷桜井鉄工（株）

【岡崎工業（株）】

片山ストラテック（株）

【加藤鉄工所（埼玉）】

川崎重工桑（株）

　　　【川崎車輌（株）

　　　　【平岡工場

　　　【汽車製造（株）

川崎製鉄（株）

川鉄鉄構工桑（株）

幽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 大正12年（1923）～

　　　　　　　　　　　　［二二廻→［二一
畿壷コ．＿コ

覧一艶．匝匝亟璽］．匝巫巫巫1．鹸コ．置鎚画．国亜匝圃
墜壁コ．＿コ　　　　　　大正11年（1922）酎□亟函一□麺唾コー講

　　　　　　笠

　　　　　　　　　　　　大正5年（1916）旬
　　　　　　　　　　　　一

壁コ．ロ璽匝コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和39年（1964）～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和28年（1953）～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　隆コ．［コ亜魎コ．□璽コ．鎧
　　　　　　　　　　　　大正14年（1925）～
　　　　　　　　　　　　匝コ　　　　　　明治21年（1888）旬

墨コー一コーロ亟コ

墨墨壷コ．ロ璽コ．＿コ
＿コー□巫亟亟コ．畿コ

　　　　　　昭和44年（1969）～

鹸コ．ロ巫亟コ
　　　　　　ー

【コ亜藝匪璽二］→［二一　　　　　　1二＝亜亟匠］→E二巫亟困
　　　　　　　　　　　　　　　　　　L錘コ．□鎚ゴ

幽
齢 ユ墨．齢．□＿．□亜囮．□鎚昭和42年（1967）～

艶コ．職コ．ロ鋤
［二巫璽亟組→E二巫璽函辺

［表一7．1（1）：橋梁製作メーカーの変遷（1／4）］



旨
刈

メーカー名 明治　　　　　　　　　　　～　　　　　大正　　　　　～　　　　昭和初期　　　　～　　　　昭和中期　　　　～　　　　昭和後期　　　　～　　　2002年現在
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2
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3
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4
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5
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6
　
2
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2
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30
　
訓
　
3
2
　
3
3
　
3
4
　
3
5
　
3
6
　
37
　
3
8
　
3
9
　
4
0
　
41
　
4
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羽
　
網
　
4
5
　
届
　
4
7

川田工業（株）

【草津作工（北海道）】

（株）釧路製作所

【久保田鉄工（株）】

（株）栗本餓工所

（株）神戸製鋼所

駒井鉄工（株）

（株）コミヤマエ粟

（株〉酒井鉄工所

（株）サクラダ

佐世保重工粟（株）

佐藤鉄工（株）

（株）サノヤス・ヒシノ明畠

【三山鉄工所（長崎）】

【（株）芝浦製作所1

【神工業（株）（北海道）】

新日本製鉄（株）

住友金属工粟（株）

住友重機械工業（株）

【太平工業（株）】

高田機工（株）

瀧上工業（株）

【竹内鉄工所（東京）】

【田中橋梁】

【谷村鉄工所】

【中央橋梁（株）】

東海鋼材工業（株）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和31年（1956）旬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1二二匝亟亙コ→［二亜コー【コ亘国＝画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和36年（1961）～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和35年（1960）～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【二亜二］→E一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和43年（1968）～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　墨コ．［二魎コ．＿コ
　　　　　　　　　大正4年（1915）一
　　　　　　　　　［二璽亜亘璽匝二］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ニコー

　　　　　　　　　幽一【二匪亟コー墨コー□画コー［二巫亜□
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鎚コ．覧．髄コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和39年（1964）～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［二一→【二一
　　　　　　　　　齪一圃画璽ロー馳コ．□麺唖巫コ．墨コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和39年（1964）～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□亟二］→［コー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　畿コ　薩コ墨コー【二亟璽コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和59年（1ge4）～　　　　　　平成3年（1991）～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eコ遜二］一⊆二巫二］一匝一
　　　　　　　　　大正9年（1920）旬

　　　　　　　　　一
墨ヒコ．墨壷コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和38年（1963）～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　墨コー騒コー塵コー艶コー一コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー
明治37年（1904）～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和37年（1962）旬　　　　　　昭和44年（1969）幻

［＝＝亟璽亜二］一［二亟璽亙コー［二巫コ→［二亟亜巫亙コー［一コー［一コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和25年（1950）～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　豊一塵コ．□亟コ．＿コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和22年（1947）～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E二璽鯉］→［二巫二］→［二一
　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　大正13年（1924）～

　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　畿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和40年（1965）～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畿コ．＿コ。【＿コ

［表一7．1（2）：橋梁製作メーカーの変遷（2／4）1



旨
　1

No．

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

65－1

66

66－1

67

68

68－1

69

70

メーカー名

【月島機械（株）】

【鉄道工場（新椙，兵庫，鷹

取，大宮，浜松，長野）】

（株）東京鐡骨椙梁

東綱構梁（株）

東北鉄骨橋梁（株）

【灯明台局】

【富岡機械製造所】

【東洋火熱工業（株）】

トピーコニ業（株）

（株）巴コーポレーション

豊平製鋼（株）

【永田製作所】

（株）名村造船所

（株）楢崎製作所

【（株）新潟鉄工所】

【日本海璽工業（株）】

日本橋梁（株）

日本鋼管（株）

【（株）浅野造船所】

日本車輌製造（株）

【日本鉄工（株）】

【天野工場】

日本鉄塔工乗（株）

【（株）服部製作所】

函館どっく（株）

（株）ハルテック

［表一7．1（3）1橋梁製作メーカーの変遷（3／4）］

明治 大正 昭和初期 昭和中期 昭和後期 2002年現在

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大正元年（1912）～　　　　　　大正6（1917）～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一］噂【二亘巫函□

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　燧．置鋤．圃亟璽巫卜□亟魎コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畿コ．蚤コ．□亟亜コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和25年（1950）～　　　　　　昭和53年（1978）～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E一］→［＝一
明治2年（1869）

　　　　　　　　　　　　明治34年（1901）～

　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和24年（1949）～昭和
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鎚コ．墨□．1二＿コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成4年（1992）～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【＝画輔【一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和39年（1964）一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【二亜亟亟□→E二奎亟璽璽□
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和30年（1955）～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大正15年（1926）

墨コ．【＿コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和38年（1963）一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［二二璽画巫Σ二］→［二一
明治31年（1898）～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和41年（1966）～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　大正8年（1919）～

　　　　　　　　　　　［二＝亘亜］→【＝二二亘茎唖→［ニコ亘画一・【二二二亘至蚕麺→【二＝コ亘茎画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和28年（1953）～

　　　　　　　　　　　蜀、鎧』∫□璽□→□亜函→□璽亟□
明治42年（1909）～

匝璽魎噂璽ゴ【画→匝璽魎コ→匝墾囲→匝璽魎コ
明治34年（1901）～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和13年（1938）～　　　　　　昭和36年（1961）解

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽一「　→□画→匝璽巫□

墨ニコ→【二画ニコー［二璽ニコー【二璽亟コーEコ亟コーEコ駆コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和29年（1954）～　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成13年（2001）～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E＝璽］→［一］→E二一



1
認
o

No．

71

72

73

73－1

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

83－1

83－2

84

85

86

87

88

89

90

91

92

メーカー名

東日本鉄工（株）

【（株）日立製作所】

日立造船（株）

　　　【舞鶴重工桑（株）】

【復興局蔵前工場】

富士車輌（株〉

古河機械金属（株）

【北炭機械工業（株）】

【北海道鉄骨橋梁（株）】

松尾橋梁（株）

丸謙霊工粟（株）

【三田農具製作所】

三井造船（株）・

三菱重工桑（株）

　　　　　【長崎製鉄所】

　　　　　【横浜船渠】

【宮地組（静岡）】

（株）宮地鐵工所

【矢野組（大阪）】

【山田橋梁製作所（大阪）】

【湯本鉄工所　（埼玉）】

（株）横河ブリッジ

【横尾鉄工所（佐賀）】

【吉田鉄工所（大阪）】

【渡辺鉄工所（八幡）】

［表一7．1（4）：橋梁製作メーカーの変遷（4／4）］

明治 大正 昭和初期 昭和中期 昭和後期 2002年現在

明治19年（188e）～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和43年（1968）～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1二圃二］→E玉亘画
　　　　　　　　　大正12年（1923）

　　　　　　　　　一
墨ヒコー鎧コー灘壷コー縢コー需一【コ亟コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eコー一　　重エ（）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和29年（1954）陶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一］→【二一→【二互至唖巫＝コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和43年（1968）～　　　　　　平成元年（1989》～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【二一→［二麺琶姻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和40年（1965）～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和39年（1964）～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　艶コー腿ニコー鎧ニコー畿ニコー1ニコ亟コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和44年（1969）酎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E璽二］一【＝巫巨亜

昭和36年（1961）～

E二…画→E二…魎昭和39年（1964）～

昭和10年（1935）旬

昭和6年（1931）旬

E二画→［二画

【二三藝亜→E＝i璽圃

Eユ画→［二二一→E一→［二一

騒塗コー盤］一［一ローE一一E画□、罎コ
大正”年（1922）解

大正”年（1922）即

昭和2年（1927）～



7－4．各橋梁製作メーカーの沿革

　前節では，我が国の橋梁製作メーカーの変遷を示したが，ここでは，それら各メーカー

毎にその沿革と製作したおもな橋梁を［表・7．3］の書式にまとめた。

　沿革には

①

②

③

④

⑤

創立時期や当時の住所

橋梁製作開始時期

最初に製作した橋梁名

製作工場の開設，閉鎖時期

改組，改名および合併時期

などをわかる範囲で示した。これらはすべて各公官庁発行の記録書，各メーカーの社史お

よびホームページなどを参考に作成した。ただし，現在橋梁製作を行っていないメーカー

は生産当時の記述にとどめた。

　また，各メーカーが製作したおもな橋梁名は社史，あるいは『鉄骨橋梁年鑑』などによ

り製作した事実が確認できるものとし，なるべく昭和45年（1970）年頃以前のもので単独

施工したものを年代順に示した。

　さらに，橋歴版の写真や当時の『土木学会誌』，『本邦道路橋輯覧』などに掲載された広

告も参考として示した。

　　　　　　　　　　　　　［表・7．2：沿革を示す橋梁製作メーカー］
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［表・7．3：調査表書式］

資料No（表・7．1の番号）

製作所名：（表・7．1のメーカー名）

《沿革》

①

②

③

④

⑤

創立時期や当時の住所

橋梁製作開始時期

最初に製作した橋梁名

製作工場の開設，閉鎖時期

改組，改名および合併時期

などをわかる範囲で示した。また，これらの内容はすべて各公官庁発行の記録書，各メ

ーカーの社史およびホームページなどによった。また，橋梁製作を現在行っていないメ

ーカーは生産当時の記述にとどめた。

《製作した主な橋梁》

上記の③以外の橋名をここには示す。橋梁名は杜史，ホームページ，あるいはr鉄骨

橋梁年鑑』などに記載されているもので製作した事実が確認できるものとし，なるべく

昭和45年（1970）頃以前のもので単独施工したものを年代順に示した。また，橋歴版
の写真や広告もここに合わせて掲載する。

《資料》

参考とした記録書，社史および文献名

［執筆担当1藤井郁夫，掘井滋則］
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資料No・1

製作所名：赤羽工作分局

《沿革》

1871（明治4）年12月2日　工部省製鉄寮設置（現・東京都港区三田一丁目）

1872（明治5）年10月20日　工部省製作寮と改称

1873（明治6）年12月5日　工部省製作寮赤羽製作所となる
1877（明治10）年1月11日　工部省工作局赤羽工作分局と改称
1878（明治11）年　　　　　　「弾正橋」（現・八幡橋）製作

1883（明治15）年2月16日　海軍省兵器局に移管

《製作した主な橋梁》

1882（明治15）年　高橋　　（東京市）

1882（明治15）年　京橋　　（東京市）

1884（明治17）年　浅草橋　　（東京市）

《資料》

1）大内兵衛他編：『明治前期財政経済史資料集成・第17巻工部省沿革報告』

昭和6年9月30日，改造社
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資料No－3
製作所名：（株）安藤鉄工所

《沿　革》

1918（大正7）年

1923（大正12）年

1966（昭和41）年頃

1975（昭和50）年頃

安藤鉄工所設立（東京市京橋区月島東仲通五丁目五番地）

　第一工場東京市京橋区月島東仲通四
　第二工場東京市京橋区月島東仲通六

　機械工場東京市京橋区月島東河岸通
「安谷橋」（埼玉県）

（株）安藤鉄工所

倒産

《製作した主な橋梁》

1926（大正15）年

1931（昭和6）年

1931（昭和6）年

1932（昭和7）年

1932（昭和7）年

1934（昭和9）年

1934（昭和9）年

1935（昭和10）年

1938（昭和13）年

1938（昭和13）年

平山橋　　（神奈川県）

八木山橋　　（宮城県）

赤石橋　　（宮城県）

名取橋　　（宮城県）

阿武隈橋　　（宮城県）

新湊橋　　（青森県）

鳴瀬橋　　（宮城県）

長浜大橋　　（愛媛県）

秋ケ瀬橋　　（埼玉県）

柴崎橋　　（福島県）

［写真一7．2：安藤鉄工所の橋歴版（赤石橋）］

《資料》

1）安藤儀三（創業者）著　『敢闘の40年』私家版

2）内務省土木試験所：『本邦道路橋輯覧　第三輯』，広告，昭和10年11月
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所

［写真・7，3：安藤鉄工所の広告2）］
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資料No・4
製作所名：石川島播磨重工業（株）

《沿　革》

1853（嘉永6）年12月5日
1868（明治1）年

1871（明治4）年

1872（明治5）年

1875（明治8）年

1876（明治9）年10月30日

1879（明治12）年

1883（明治16）年

1883（明治16）年

1889（明治22）年1月17日

1893（明治26）年9月21日

1902（明治35）年

1911（明治44）年5月

1945（昭和20）年6月20日

1960（昭和35）年

1964（昭和39）年5月1日

1968（昭和43）年3月31日

水戸藩主徳川斉昭が幕命により石川島に官営石川島造船所を設立

幕府から明治新政府に移管

兵部省の管轄となる

海軍省の管轄となる

閉鎖

石川島平野造船所創業
横浜石川口製鉄所開設（旧・官営横浜製鉄所を借用して石川島平野造

船所の分工場とする）

横浜石川口製鉄所の設備を本社に移設

第1号橋梁として「都橋」（横浜市）を製作，架設

有限責任石川島造船所となる
（株）東京石川島造船所となる

鉄道省の橋梁製作工場としての認可取得

製品の交換協定を結び電気関係を（株）芝浦製作所に移管

石川島重工業（株）となる

石川島重工業（株）と（株）播磨造船所が合併し石川島播磨重工業（株）

となる

名古屋造船所（株）を合併

（株）呉造船所を合併

《製作した主な橋梁》

1886（明治19）年

1887（明治20）年

1891（明治24）年

1895（明治28）年

1897（明治30）年

1903（明治36）年

1905（明治38）年

1912（明治45）年

1918（大正7）年

1919（大正8）年

1927（昭和2）年

1927（昭和2）年

1930（昭和5）年

1932（昭和7）年

1940（昭和15）年

大江橋　　（横浜市）

吾妻橋　　（東京市）

御茶ノ水橋　　（東京市）

湊橋　（東京市）

永代橋　　（東京市）

鉄道院橋梁　　（鉄道院）

新淀川橋梁　　（阪神電鉄）

鯨部橋梁　　（鉄道省）

荒川放水路橋梁　　（東武鉄道）

木曽川橋梁　　（鉄道省）

千住大橋　　（東京府）

蔵前橋　　（復興局）

両国橋　　（東京市）

松住町架道橋　　（鉄道省）

勝園橋　　（東京市）

《資料》

1）石川島播磨重工業（株）：『石川島播磨重工業社史』，平成4年4月5日

2）石川島播磨重工業（株）ホームページ

3）大河戸宗治他鑑修：『世界橋梁写真集』，シビル社，広告，大正15年12月
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資料No・4・1

製作所名：高橋鉄工所

《沿革》

1906（明治39）年4月　高橋鉄工所設立（東京中央区佃島）

1912（明治45）年　　　「新大橋」（東京市）を製作

1944（昭和19）年　　　石川島造船所が高橋鉄工所の全株式を買収し大日本精機とする

1949（昭和24）年　　　解散

《製作した主な橋梁》

1912（明治45）年　今川橋　　（東京市）

1913（大正2）年　四ッ谷見附橋　　（東京市）

《資料》

1）成瀬輝男：「I　H　Iの橋梁むかし話」，石川島播磨技報，平成2年，石川島播磨重工業（株）
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資料No・4－2

製作所名：（株）播磨造船所

《沿　革》

1907（明治40）年3月11日

1911（明治44）年1月21日

1912（明治45）年6月2日
1916（大正5）年4月

1918（大正7）年5月

1921（大正10）年2月15日

1922（大正11）年

1929（昭和4）年11月27日

1960（昭和35）年12月1日

播磨船渠（株）

播磨船渠合名会社
播磨造船（株）

（株）播磨造船所となる

帝国汽船（株）播磨造船所となる

（株）神戸製鋼所播磨造船工場となる

片上鉄道鉄道用橋桁を製作
（株）播磨造船所となる

石川島重工業（株）に合併し石川島播磨重工業（株）となる

《製作した主な橋梁》

1926（大正15）年

1926（大正15）年

1926（大正15）年

1928（昭和3）年

1930（昭和5）年

1930（昭和5）年

1930（昭和5）年

1931（昭和6）年

1931（昭和6）年

1931（昭和6）年

1931（昭和6）年

1932（昭和7）年

1932（昭和7）年

1933（日召禾［18）年

1934（昭和9）年

1951（昭和26）年

1953（昭和28）年

1955（昭和30）年

1955（昭和30）年

1957（昭和32）年

1958（昭和33）年

白瀧橋　　（大分県）

四万十川橋　　（高知県）

盛綱橋　　（岡山県）

穴吹橋　　（徳島県）

仁淀川橋　　（高知県）

鐘釣橋　　（富山県）

土釜橋　　（徳島県）

天田橋　　（和歌山県）

六角橋　　（佐賀県）

萩原橋　　（熊本県）

瀬高橋　　（福岡県）

永安橋　　（岡山市）

相生橋　　（広島市）

以久田橋　　（京都府）

船木橋　　（三重県）

夢前橋　　（兵庫県）

永井橋　　（群馬県）

新六ノ橋　　（東京都）

小岩大橋　　（東京都）

大正橋　　（兵庫県）

滝野大橋　　（兵庫県）

〈＞株式露敵播磨楚船β斥
　　　本　　　鞍：　　　　　1．1総、’
　　　楽憲箪難慾；蹴軸織1中藤壌ノ蔵窟灘5の：二1
　践A£糊A綴難P：馨膿貰、P夏誠｛垂艦載河綴興鱈舷撒翼｛葺

　　　　　　　　赫o．，監灘｝．
　毒岳道鰭撫　趨欝灘

［写真・7．5：播磨造船所の広告2）］

《資　料》

1）（株）播磨造船所：『播磨造船所50年史』，昭和35年11月30日

2）土木学会：『土木工事写真集』，広告，昭和29年10月20日
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資料No・4・3

製作所名：（株）呉造船所

《沿　革》

1946（昭和21）年4月1日

1954（昭和29）年9月27日

1954（昭和29）年

1968（昭和68）年3月31日

播磨造船所呉船渠設立
（株）呉造船所となり播磨造船所より独立

「瀬野大橋」（広島市）

石川島播磨重工業（株）に合併

《製作した主な橋梁》

1954（昭和29）年

1957（昭和32）年

1959（昭和34）年

1959（昭和34）年

1961（昭和36）年

1964（昭和39）年

1965（昭和40）年

1966（昭和41）年

大山橋

黒瀬橋

小幡橋

高丸橋

音戸大橋

半の沢橋

仁淀川大橋

霊台橋

（広島県）

（愛媛県）

（京都府）

（愛媛県）

　（広島県）

　（長野県）

　　（高知県）

（熊本県）

［写真・7．6：呉造船所の広告2）］

《資　料》

1）石川島播磨重工業（株）：『石川島播磨重工業社史』，平成4年4月5日

2）建設省道路局監修1『道路橋大鑑』，広告，土木界通信社，　昭和36年10月30日
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資料No・4－4

製作所名：名古屋造船（株）

《沿革》

1941（昭和16）年6月3日　名古屋造船（株）

1953（昭和28）年　　　　　「沢上陸橋」（名古屋市）

1964（昭和39）年5月1日　石川島播磨重工業（株）が吸収合併

《製作した主な橋梁》

1957（昭和32）年　屋代跨線橋　　（長野県）

1963（昭和38）年　城山橋　　（岐阜県）

1964（昭和39）年　賀々沢橋　　（静岡県）

《資料》

1）石川島播磨重工業（株）：『石川島播磨重工業社史』，平成4年4月5日
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資料No・6

製作所名：内山鉄工所

《沿革》

大阪市北区安治川通北一丁目

《製作した主な橋梁》

1905（明治38）年　武庫川橋梁 （阪神電鉄）

騨㎜皿皿’　　　　　　圖の一ダーガ橋鐵川庫武道鐵氣電神阪1羨

1内藝

1噸

空

馨所

製 節

ll

　§

　…

　量

［写真一7．7：内山鉄工所の広告1〉］

《資料》

1）工業之日本社：『日本工業要鑑』，明治40年2月
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資料No・9

製作所名：梅鉢鉄工所

《沿革》

1890（明治23）年

1936（昭和11）年8月

1941（昭和16）年15月

1968（昭和43）年3月1日

梅鉢安太郎の個人経営として梅鉢鉄工所（工場）創業（大阪府堺市）

梅鉢車輌（株）となる

帝国車両工業（株）と改称

東急車輌製造（株）に合併

《製作した主な橋梁》

1916（大正5）年　大和橋　　（大阪府堺市）
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　　　　纏　総　難　毒　鱒　斑　甑　大

概
戎，

鷺

群
、

［写真・7．8：梅鉢鐵工所の広告］

《資料》

1）東急車輌製造（株）：『東急車輌30年のあゆみ』，昭和53年11月30日
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資料No・10

製作所名：大阪砲兵工廠

《沿革》

1870（明治3）年2月　　　　兵部省造兵司を大阪城内に設置

1872（明治5）年2月　　　　大阪製造所と改称

1875（明治8）年2月　　　　砲兵第二方面砲兵支廠と改称

1879（明治12）年10月　　　大阪砲兵工廠と改称
1880（明治13）年6月15日　「新町橋」（徳島市）完成

《製作した主な橋梁》

《資料》

1）大阪砲兵工廠：『大阪砲兵工廠沿革史』，明治35年7月4日
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資料No・11

製作所名：（株）大阪造船所

《沿革》

1933（昭和8）年　東京製鉄（株）創立

1934（昭和9）年　大阪造船所創立

1936（昭和11）年　（株）大阪造船所となる

1942（昭和17）年　東京製鉄（株）を合併

《製作した主な橋梁》

1960（昭和35）年　河瀬跨線橋　　（近畿地方建設局　跨和歌山線橋〉

1960（昭和35）年　冷水跨線橋　（近畿地方建設局　跨紀州西線橋）

《資料》

1）（株）大阪造船所：『大阪造船所60年史』，平成8年12月
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資料No－12

製作所名●大島工業（株）

《沿　革》

1923（大正12）年3月8日 設立（神奈川県横浜市南区井土ヶ谷中町136）

《製作した主な橋梁》

1957（昭和32）年　麦山橋　　（東京都）

1957（昭和32）年　吉野沢橋　　（群馬県）

1966（昭和41）年利根川サイホン橋　（群馬県）

1966（昭和41）年　名手橋　　（神奈川県）

1969（昭和44）年　かんなん沢橋　　（東名自動車道）

1969（昭和44）年大月橋　（中央自動車道）

　　　　　　　　営　業　　　目

　鉄骨橋架，各種水門扉，水圧鉄管，水道用鋼笛，大島パル

　プ，起重機及輸送機，ボンプ製作，土木建築，配暫工事

○鳩工業株式会社
　　　本社工場　横浜甫南鷹井土ケ谷中町136
　　　　　　　　TEL，（3）0833～蒔，12蔭7
　　　　子安工場・追浜工場・化学研究所

［写真・7．9：大島工業の広告1）］

《資　料》

1）建設省道路局監修：『道路橋大鑑』，広告，土木界通信社， 昭和36年10月30日
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資料No・16

製作所名：片山ストラテック（株）

《沿　革》

1917（大正6）年7月13日
1927（昭和2）年

1927（昭和2）年

1934（昭和9）年

1941（昭和16）年7月

1953（昭和28）年10月

1960（昭和35）年

1963（昭和38）年

1964（昭和39）年

1973（昭和48）年

1992（平成4）年10月

片山商店を創業

大阪市大正区南恩加島に本社工場設立
「広梅橋」（愛知県）を製作

片山鐵工所と改称
株式会社に改組，（株）片山鉄工所と改称

国鉄の認定工場となり鉄道桁の製作を開始
東京工場（江東区塩浜）を開設

香里工場（大阪府寝屋川市）を開設

東京工場を埼玉県大里郡江南村に移転

香里工場を閉鎖

片山ストラテック（株）に社名変更

《製作した主な橋梁》

1963（昭和38）年

1963（昭和38）年

1963（昭和38）年

1963（昭和38）年

1964（昭和39）年

1965（昭和40）年

1965（昭和40）年

魚梁瀬第四号橋　　（高知県）

綿田跨線橋　　（中国地建）

初瀬橋　　（岡山県）

貴船橋　　（近畿地建）

北橋　　（大阪市）

打越橋　　（中国地建）

御楯橋　　（東京都）

《資料》

1）（株）片山鉄工所：『片山鉄工所40年略史』，昭和56年7月17日

2）（株）片山鉄工所＝『片山鉄工所50年史』，平成3年
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資料No－17

製作所名：加藤鉄工所

《沿　革》

埼玉県小川町

《製作した主な橋梁》

1925（大正14）年　瀧の鼻橋 （埼玉県）

《資料》
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資料No・18

製作所名：川崎重工業（株）

《沿　革》

1862（文久2）年2月

1869（明治2）年4月

1869（明治2）年8月

1871（明治4）年2月

1872（明治5）年1月

1873（明治6）年4月

1877（明治10）年1月11日

1878（明治11）年

1881（明治14）年

1881（明治14）年

1883（明治16）年9月

1885（明治18）年2月

1886（明治19）年4月28日

1886（明治19）年5月19日

1886（明治19）年10月15日
1887（明治20）年7月

1906（明治39）年

1907（明治40）年

1910（明治43）年

1928（昭和3）年5月

1937（昭和12）年

1939（昭和14）年12月1日

1950（昭和25）年8月

1961（昭和36）年

1962（昭和37）年2月

1964（昭和39）年

1969（昭和44）年4月1日

1971（昭和46）年

1972（昭和47）年4月1日
1974（昭和49）年

1980（昭和55）年

1987（昭和62）年

加賀藩により七尾軍艦所開設（石川県七尾）

バルカン鉄工所を開設（神戸市東川崎〉

七尾軍艦所の設備を移設し，兵庫製鉄所［俗称加州製鉄所］を神戸

市川崎浜に開設

工部省製作寮兵庫製作所を開設
工部省が兵庫製鉄所を買収
工部省がバルカン鉄工所を買収
工部省兵庫工作分局と改称
川崎築地造船所創業（東京築地〉

川崎兵庫造船所設置（神戸市兵庫）

神戸小野浜造船所開設

兵庫造船局と改称
兵庫造船所と改称
兵庫造船所を川崎正蔵に貸下げ

川崎造船所と改称
（株）川崎造船所となる

工部省兵庫工作分局の払い下げを受ける

兵庫工場設置

鉄道用橋梁の生産開始
「呉服橋架道橋」（山手線）

川崎車輌（株）設立（それまでの兵庫工場）

川崎車輌（株）の橋梁生産を停止し川崎造船所に移す

川崎重工業（株）に社名変更

製鉄部門を分離し，川崎製鉄（株）を設立

鉄構事業部発足

加古川工場開設

野田工場開設

川崎重工，川崎航空機，川崎車輌の3社が合併し新たに川崎重工業（株）

として発足，生浜工場開設

播磨工場開設
汽車製造（株）を合併

生浜工場を野田工場に集約

加古川工場を播磨工場に集約

袖ヶ浦工場開設
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《製作した主な橋梁》

1888（明治21）年

1891（明治24）年

1909（明治42）年

1911（明治44）年

1914（大正3）年

1915（大正4）年

1915（大正4）年

1916（大正5）年

1924（大正13）年

1926（大正15）年

1926（大正15）年

1928（昭和3）年

1928（昭和3）年

1931（昭和6）年

1951（昭和26）年

1953（昭和28）年

1954（昭和29）年

1964（昭和39）年

1966（昭和41）年

1968（昭和43）年

大和川橋梁　　（阪堺鉄道）

太古橋　　（神戸市）

木津川橋梁　　（京阪電鉄）

六郷川橋梁　　（京浜急行）

富雄川橋梁　　（近鉄奈良線〉

大井川橋梁　　（東海道本線）

天竜川橋梁　　（東海道本線）

富士川橋梁　　（東海道本線）

三面川橋梁　　（羽越本線）

永代橋　　（復興局）

村山橋　　（長野県）

清洲橋　　（復興局）

澱川橋梁　　（近鉄京都線）

白髪橋　　（東京府〉

大門橋　　（徳島県）

中央大橋　　（徳島県）

牛越橋　　（仙台市）

氏家大橋　　（栃木県）

松島橋　　（熊本県）

南島大橋　　（三重県）

［写真・7．10：川崎造船所の橋歴版（村山橋〉］
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［写真一7．11：川崎重工業の広告3）］

《資料》

1）川崎重工業（株）：『川崎重工業（株）百年史』，1997年6月

2）川崎重工業（株）ホームページ

3）土木学会：『土木工事写真集』，広告，昭和29年10月20日
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資料No・18・1

製作所名：川崎車輌（株）

《沿革》

1928（昭和3）年5月　　　　川崎車輌（株）設立　　［それまでの（株）川崎造船所兵庫工場］

1928（昭和3）年　　　　　　橋梁の生産を開始
1929（昭和4）年　　　　　　　r第一神通川橋梁」（高山線）

1937（昭和12）年末　　　　　橋梁生産を停止し川崎造船所に移す

1969（昭和44）年4月1日　　川崎重工，川崎航空機，川崎車輌の3社が合併し川崎重工業（株）とな

　　　　　　　　　　　　　る

《製作した主な橋梁》

1930（昭和5）年　第二神通川橋梁　（高山線）

1930（昭和5）年　松代橋　　（東京市）

1931（昭和6）年　大安寺橋　　（長野県）

1932（昭和7）年　天竜川橋梁　（飯田線）

1932（昭和7）年　上大和川橋梁　　（関西本線）

1933（昭和8）年　青柳橋　　（大阪市）

1935（昭和10）年　吉野川橋梁　　（高徳線）

1935（昭和10）年　吉野川橋梁　　（土讃線）

1935（昭和10）年　第一吉野川橋梁　　（土讃線）

1935（昭和10）年　田端跨線橋　（東京府）

1936（昭和11）年　水郷大橋　　（千葉県）

1939（昭和14）年　第一大野川橋梁　（豊肥本線）

1940（昭和15）年　勝関橋　　（東京市）

1955（昭和30）年　西灘陸橋　　（神戸市）

《資料》

1）川崎重工業（株）車両事業本部：『車輌とともに明日を拓く兵庫工場90年史』，平成9年4月15日

2）川崎重工業（株）ホームページ

3）土木学会誌，第15巻第6号，広告，昭和4年6月
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資料No－18・2

製作所名　汽車製造（株）

《沿　革》

（平岡工場）

1890（明治23）年3月

1896（明治29）年4月

1896（明治29）年

（汽車製造）

1896（明治29）年9月7日
1898（明治31〉年

1899（明治32）年7月5日
1900（明治33）年

1901（明治34）年5月1日
1902（明治35）年

1904（明治37）年

1912（明治45）年6月18日

1943（昭和18）年

1950（昭和25）年

1972（昭和47）年4月1日

平岡工場創立（東京砲兵工廠内）

平岡工場東京本所錦糸町に工場

鉄道用桁製作

井上勝らが汽車製造合資会社を設立
島屋村（大阪市）の工場が竣工

大阪汽車製造合資会社と改名し開業

橋桁の生産を開始，「新店渓橋梁」（台湾総督府鉄道部，プレート

ガーダー6連）を製作（台北分工場）

平岡工場と正式に合併し再度，汽車製造合資会社に改名

東京市街線用プレートガーダー製作

初めてのトラス橋「大肚渓橋梁」（台湾総督府鉄道部）を製作

汽車製造（株）に改組

岡山工場操業開始

岡山製作所を閉鎖
川崎重工業（株）に吸収される

《製作した主な橋梁》

1908（明治41）年

1908（明治41）年

1910（明治43）年

1911（明治44）年

1911（明治44）年

1912（明治45）年

1913（大正2）年

1915（大正4）年

1915（大正4）年

1915（大正4）年

1917（大正6）年

1920（大正9）年

1922（大正11）年

1923（大正12）年

1924（大正13）年

1924（大正13）年

1927（昭和2）年

1928（昭和3）年

1928（昭和3）年

1930（昭和5）年

1932（昭和7）年

1933（昭和8）年

1935（昭和10）年

1935（昭和10）年

1938（昭和13）年

肥後橋　　（大阪市）

渡辺橋　　（大阪市）

末吉橋　　（大阪市）

江戸川橋　　（常磐線）

吉野川橋　　（高知県）

桂川橋梁　　（東海道本線）

本町橋　　（大阪市）

天竜川橋梁

大井川橋梁

富士川橋梁

名取川橋梁

郷川橋梁

淀川橋梁

上淀川橋梁

北上川橋梁

相生橋

駒形橋

　（東海道本線）

　（東海道本線）

　（東海道本線）

　（東北本線）

（山陰本線）

（阪神電鉄）

　（東海道本線）

　（大船渡線）

　　　　（復興局）

　　　　（復興局〉

第一白川橋梁　　（高森線）

岩崎運河橋梁　　（大阪環状線）

桜宮橋　　（大阪市）

旭橋　　（旭川市）

花宗川橋梁　　（佐賀線）

吉野川橋梁　　（高徳線）

丸一橋　　（大阪市）

第一只見川橋梁　　（只見線）

［写真・7．13：汽車製造の橋歴版（桜宮橋）］

《資　料》

1）編集委員会：『汽車会社蒸気機関車製造史』，交友社，昭和47年4月10日
2）内務省土木試験所＝『本邦道路橋輯覧第四輯』，広告，昭和14年4月
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本 店

大阪支店及大阪工場

東京支店及東京工場

東東市麹町匪メLノ内ビ

大阪市此花薩島屋匿i

東京市城東匪南砂

［写真一7．14：汽車製造株式会社の広告2）］
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資料No－21

製作所名：川田工業（株）

《沿革》

1922（大正11）年　川田忠太郎が川田鉄工所を創業
1928（昭和3）年　富山県福野町に工場建設

1940（昭和15）年　北陸産業（株）となる

1949（昭和24）年　北陸車輌（株）に社名変更

1952（昭和27）年　川田工業（株）に社名変更

1956（昭和31）年　　「川崎橋」（富山県）

1958（昭和33）年　栃木工場操業開始

1973（昭和48）年　四国工場操業開始，第一号橋梁として「阿波座第4工区」（阪神公団）を製作

1982（昭和57）年　東京本社開設

《製作した主な橋梁》

1958（昭和33）年　大渡橋　　（富山県）

1958（昭和33）年　猪谷橋　　（富山県）

1959（昭和34）年　川原平橋　　（青森県）

1960（昭和35）年　大石橋　　（岩手県）

1963（昭和38）年　新三国大橋　　（群馬県）

1964（昭和39）年　黒部川橋梁　（北陸本線）

1964（昭和39）年　稲沢跨線橋　　（名神自動車道）

1965（昭和40）年　槙木沢橋　　（岩手県）

1966（昭和41）年　下黒部橋　　（富山県）

1968（昭和43）年　矢田川橋　　（東名自動車道）

1968（昭和43）年　柳沢第一橋　　（東名自動車道）

1969（昭和44）年　関野橋　　（中央自動車道）

《資料》

1）川田工業（株）ホームページ
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資料No・25

製作所名：（株）栗本鐵工所

《沿革》

1909（明治42）年2月2日　合資会社栗本鐵工所創立
1914（大正9）年5月　　　　（株）栗本鐵工所となる

1961（昭和36）年　　　　　「井阪橋」（和歌山県）

《製作した主な橋梁》

1962（昭和37）年　馬形橋　　（鹿児島県）

1963（昭和38）年　陶化橋　　（京都市）

1964（昭和39）年　豊浜大橋　　（三重県）

1965（昭和40）年　新濁川橋　　（三重県）

1967（昭和42）年　武並橋　　（岐阜県）

1968（昭和43）年　古座大橋　　（和歌山県）

1968（昭和43）年　堰沢橋　　（東名自動車道）

1968（昭和43）年　新制橋　　（中央自動車道）

1969（昭和44）年　大島橋　　（新潟県）

《資料》
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資料No・27

製作所名：駒井鉄工（株）

《沿　革》

1883（明治16）年

1905（明治38）年

1919（大正8）年

1914（大正3）年

1943（昭和18）年

1954（昭和29）年

1960（昭和35）年

1962（昭和37）年

1964（昭和39）年

1967（昭和42）年

1969（昭和44）年

1979（昭和54）年

1989（平成元）年

1995（平成7）年

建築金物商「駒井喜商店」として大阪市東区大川町（明治35年に東区高麗橋へ移

転）で創業

大阪市福島区浦江に工場建設（浦江工場）

大阪市大正区泉尾へ工場移転（大正工場），合資会社駒井喜鉄工所へ改組

最初の橋梁工事として「紀ノ川橋梁」（加太電鉄）を施工

株式会社に改組，（株）駒井鉄工所となる

東京都大田区に東京羽田工場開設

大阪市港区福崎へ大阪港工場開設

千葉県松戸市に東京松戸工場開設

大阪での生産主力を，大正工場から大阪港工場へ移転

東京羽田工場を閉鎖し，東京松戸工場へ移転

大阪市西淀川区に大阪外島工場開設

港工場を閉鎖し，外島工場（現大阪工場）へ移転
駒井鉄工（株）に社名変更

千葉県富津市に富津工場開設，松戸工場より移転

《製作した主な橋梁》

1929（昭和4）年

1931（昭和6）年

1931（昭和6）年

1931（昭和6）年

1935（昭和10）年

1936（昭和11）年

1936（昭和11）年

1937（昭和12）年

1950（昭和25）年

1954（昭和29）年

1958（昭和33）年

1960（昭和35）年

1962（昭和37）年

1963（昭和38）年

1965（昭和40）年

1966（昭和41）年

1969（昭和44）年

伊佐橋　　（兵庫県）

八王子橋　　（新潟県）

五反田橋　　（新潟県）

姫川橋　　（新潟県）

池田橋　　（徳島県）

上船津橋　　（大阪市）

汐合橋　　（三重県）

玉造橋　　（大阪市）

菅生橋　　（石川県）

江別橋　　（北海道）

江代橋　　（熊本県）

敷屋大橋　　（電源開発）

愛宕跨線橋　　（広島市）

備前大橋　　（岡山県）

堀之内橋　　（新潟県〉

新福崎橋　　（大阪市）

諸渕橋　　（東名自動車道）

［写真一7．15：駒井鐵工所の広告2）（敷屋大橋）］

《資料》

1）（株）駒井鉄工所二『駒井鉄工所90年史』，昭和49年

2）建設省道路局監修＝『道路橋大鑑』，広告，土木界通信社， 昭和36年10月30日
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資料No・30

製作所名●（株）サクラダ

《沿　革》

1901（明治34）年

1914（大正3）年1月21日

1915（大正4）年8月20日

1920（大正9）年4月20日
1922（大正11）年

1944（昭和19）年9月20日

1964（昭和39）年11月1日

1968（昭和43）年4月1日
1990（平成2）年4月

2000（平成12）年3月

櫻田機械製造所として発足
登記

砂町工場（当時は砂村工場）開設

（株）櫻田機械製造所に改組

橋梁生産開始，「九年橋」（仙台土木出張所）

櫻田機械工業（株）と改称

市川工場開設

砂町工場閉鎖，八千代工場開設
（株）サクラダに改称

八千代工場閉鎖

《製作した主な橋梁》

1923（大正12）年

1925（大正14）年

1926（大正15）年

1927（昭和2）年

1928（昭和3）年

1928（昭和3）年

1929（昭和4）年

1930（昭和5）年

1931（昭和6）年

1932（昭和7）年

1933（昭和8）年

1933（昭和8）年

1934（昭和9）年

1935（昭和10）年

1936（昭和11）年

1941（昭和16）年

1946（昭和21）年

1949（昭和24）年

1950（昭和25）年

1951（昭和26）年

1952（昭和27）年

1955（昭和30）年

1957（昭和32）年

1958（昭和33）年

1959（昭和34）年

1960（昭和35）年

1962（昭和37）年

篠ノ井橋

上田橋

平久橋

新永久橋

笛吹川橋梁

花園橋

村山橋

大石田橋

水神橋

丹波島橋

千登世橋

珊瑚橋

遠軽橋

江別大橋

運河橋

小松川橋

草谷橋

調練橋

芦酒瀬橋

上今井橋

四ツ木橋

行徳橋

綾瀬橋

不動沢橋

安田橋

金ヶ崎橋

内大臣橋

　（長野県）

（長野県）

（東京市）

　（東京市）

　　（身延線）

（横浜市）

（山形県）

　（山形県）

（長野県）

　（長野県）

　（東京府）

（岩手県）

（北海道）

　（北海道）

（北海道）

　（東京府）

（東京都）

（東京都）

　（奈良県）

　（長野県）

　（関東地建）

（関東地建）

（東京都）

　（道路公団）

（新潟県）

　（岩手県）

　（熊本県）

［写真・7。16：櫻田機械製造所の橋歴版（平久橋）］

《資　料》

1）櫻田機械工業（株）：『櫻田機械工業60年史』，昭和56年4月

2）内務省土木試験所：『本邦道路橋輯覧　第三輯』，広告，昭和10年11月
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弊肚施工

丹波島橋（長野縣）

　　　　　→

同

治　水　橋（埼玉縣）

←

工　　螢
　　　業
場　　所

　東
　京
　市
　城電

話束

本匠
斬

　北
嵩昌砂

東
京
市
京

　　電橋
　　塗匠
　　烈銀　　橋　　　　座
　　ヴ　　　国一』
欺町琶岩3百

八八六七七＿＝

八九丁一〇七番

翻日稲番地

曹．

櫻
田

機
械
製
造
所

目科業菅
鐵各各水鐵橋

融種贈梁
羅課鐵醐

械機機管築桁

土電算鐵一陸

　一　1
式式ル柱械械

［写真・7．17：櫻田機械製造所の広告2）］
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資料No・32

製作所名：佐藤鉄工（株）

《沿革》

1907（明治40）年6月23日　富山鉄工所創業

1913（大正2）年　　　　　　佐藤組鉄工所となる

1927（昭和2）年　　　　　　稲荷町工場開設

1931（昭和6）年7月30日　　佐藤工業（株）設立　鉄工部となる

1948（昭和23）年1月1日　　佐藤工業富山工場となる
1971（昭和46）年6月8日　　立山工場　開設

1973（昭和48）年12月1日　佐藤鉄工（株）となる

1996（平成8）年6月28日　　大谷桜井鉄工（株）から橋梁事業部を引き継ぐ

《製作した主な橋梁》

（佐藤組）

1930（昭和5）年　　福光橋　　（富山県）

1934（昭和9）年　　桜橋　　（富山市）

（佐藤工業）

1962（昭和37）年　奥鐘橋　　（富山県）

1967（昭和42）年　禰宜ケ沢上橋　　（岐阜県）

1967（昭和42）年　祖父谷橋　　（富山県）

1969（昭和44）年　豊隆橋　　（富山県）

1969（昭和44）年　砺波大橋　　（富山県）

1972（昭和47）年　有沢橋　　（富山県）

（佐藤鉄工〉

1974（昭和49）年　足羽川橋　　（道路公団）

1975（昭和50）年　上滝橋梁　（富山地方鉄道）

1976（昭和51）年　福羅部橋　　（秋田県）

《資料》

1）佐藤鉄工（株）：『佐藤鉄工85年史』，平成8年11月1日
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資料No－35

製作所名：（株）芝浦製作所

《沿革》

1875（明治8）年

1978（明治11）年

1882（明治15）年8月

1886（明治19）年

1893（明治26）年3月

田中製作所創立（現・東京都中央区銀座8・1）

工部省電信寮に吸収される

田中製造所を再設立
東京芝区金杉新浜町一番地に工場を新設
「西の橋」（横浜市）

1893（明治26）年11月17日　芝浦製作所となる
1894（明治27）年

1904（明治37）年

1911（明治44）年

1939（昭和14）年5月
1984（日召禾［i59）

三井工業部芝浦製作所と改称
（株）芝浦製作所となる

製品の交換協定を行い，橋梁を含む鋼構造物は（株）東京石川島造船所

に移管

東京芝浦電機（株）となる

（株）東芝となる

《製作した主な橋梁》

1901（明治34）年　利根橋

1903（明治36）年　万世橋

1904（明治37）年　万国橋

（群馬県〉

（東京市）

（横浜市）

　　　　　　製麟
ぴ

用電動　　　諸稲漁
具鈴機

電電
信話
略薪看
號橋褥
ヲ三五
’・五＿

ウ〇一

ど脇

機機
楓械罐

新束

町市
一芝
番金
地杉

［写真・7．18：芝浦製作所の広告2）］

《資料》

1）東京芝浦電機（株）：『芝浦製作所六十五年史』，昭和15年4月30日

2）工談会：「工談雑誌」，第13巻第201号
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資料No・37

製作所名：新日本製鐵（株）

《沿革》

1896（明治29）年3月　　　官営八幡製鉄所開設

1901（明治34）年　　　　　官営八幡製鉄所創業開始
1934（昭和9）年1月29日　日本製鉄（株）となる［官営八幡製鉄所，輸西製鉄（株），釜石鉱山（株）

三菱製鉄（株），富士製鋼（株），九州製鋼（株），東洋製鉄（株）との製鉄

合同による］

1950（昭和25）年　　　　　日本製鉄（株）を解体，八幡製鉄（株）と富士製鉄（株）が発足

1970（昭和45）年3月31日　八幡製鉄（株）と富士製鉄（株）が合併し，新日本製鐵（株）となる

鉄構事業部を設置

1974（昭和49）年6月　　　長大橋梁部を設置

《製作した主な橋梁》

1927（昭和2）年　　南河内橋　　（北九州市）

1930（昭和5）年　枝光橋　　（北九州市）

1955（昭和30）年　北車輌門橋　　（北九州市）

1970（昭和45）年　境川橋　　（北九州市）

1972（昭和47）年　新枝光橋　　（北九州市）

《資料》

1）新日本製鐵（株）：『炎とともに』，昭和56年3月31日

2）新日本製鐵八幡製鉄所：『八幡製鉄所土木誌』，昭和51年11月

3）新日本製鐵（株）ホームページ
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資料No・39

製作所名：住友重機械工業（株）

《沿革》

1853（嘉永6）年　　　　　　幕府浦賀造船所開設
1872（明治5）年　　　　　　海軍省造船局出張所となる

1896（明治29）年9月28日　浦賀船渠（株）設立

1904（明治37）年　　　　　鉄道用プレートガーダーを製作

1962（昭和37）年11月　　　浦賀重工業（株）となる

1969（昭和44）年6月30日　住友機械（株）と合併して住友重機械工業（株）となる

1971（昭和46）年　　　　　　東予工場稼動

1983（昭和58）年　　　　　　追浜工場に鉄構橋梁工場設置

《製作した主な橋梁》

（浦賀船渠）

1920（大正9）年　　　　　新港橋梁　（横浜港）

1927（昭和2）年7月28日　葛飾橋　　（千葉県）

1927（昭和2）年12月2日　市川橋　　（千葉県）

1930（昭和5）年9月21日　大利根橋　　（茨城県）

1960（昭和35）年　　　　　三瀧川橋　　（三重県）

（浦賀重工業）

1963（昭和38）年　　　　　柏尾橋　　（長野県）

1964（昭和39）年　　　　　豊玉陸橋　　（東京都）

1965（昭和40）年　　　　割石第一橋　（岐阜県）

1966（昭和41）年　　　　　飛田第二橋　　（中央自動車道）

1967（昭和42）年　　　　　湯川橋　　（群馬県）

（住友重機械工業）

1969（昭和44）年　　　　　富沢橋　　（道路公団）

《資料》

1）浦賀船渠（株）：『浦賀船渠六十年史』，昭和32年6月21日

2）住友重機械工業（株）：『浦賀・追浜百年の軌跡』，平成9年6月21日

3）土木学会誌，第14巻第5号，広告，昭和3年10月
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資料No・41

製作所名：高田機工（株）

《沿　革》

1932（昭和7）年3月1日
1934（日召禾［i　g）年

1935（昭和10）年11月3日

1938（昭和13）年

1939（昭和14）年10月

1964（昭和39）年

1964（昭和44）年

1975（昭和50）年

1993（平成5）年4月

（株）高田鉄骨橋梁製作所を設立（大阪市港区福町）

「美々津橋」（宮崎県）

高田商事（株）となる（大阪市北区中之島6丁目12）

津守工場（大阪市西成区）開設
高田機工（株）となる（東京市芝区田村町一番地）

岸和田工場開設

岸和田工場に橋梁生産を集約

津守工場を閉鎖

岸和田工場を閉鎖し和歌山工場を開設

《製作した主な橋梁》

1936（昭和11）年

1950（昭和25）年

1953（昭和28）年

1954（昭和29）年

1954（昭和29）年

1955（昭和30）年

1955（B召禾日30）年

1956（昭和31）年

1957（昭和32）年

1958（昭和33）年

1962（昭和37）年

1963（昭和38）年

1964（昭和39）年

1969（昭和44）年

宮ノ越橋　　（滋賀県）

九頭龍川橋　　（福井県）

瀧谷川橋　　（福島県）

月見橋　　（岡山県）

第二日川橋梁　　（豊肥本線）

住之江橋

国領橋

綾川橋

子飼橋

友淵橋

坂東大橋

新京橋

琵琶湖大橋

葛野川橋

　（佐賀県）

（愛媛県）

（香川県）

（熊本県）

（大阪市）

　（大阪市）

（岡山県）

　　（滋賀県）

　（中央自動車道）

《資　料》

1）高田機工社史編集委員会：『高田機工五十年史』，昭和57年5月1日

2）高田機工技報編集委員会：『高田機工技報』，No13，1997

3）高田機工技報編集委員会：『高田機工技報』，No7，1991
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資料No－42

製作所名．瀧上工業（株）

《沿　革》

1895（明治28）年10月

1916（大正5）年

1934（昭和9）年

1937（昭和12）年2月

1939（昭和14）年11月

1947（昭和22）年

1963（昭和38）年5月

1985（昭和60）年3月

瀧上卯内が名古屋市西区外田町で鍛冶定（個人経営）を創業

合名会社瀧上鐵工所に改組
中川区清船町に第1工場を開設

瀧上鐵骨鐵筋工業（株）を設立，中川区清川町に第2工場を開設

社名を瀧上工業（株）に改称

第1号橋梁として「今伊勢跨線橋」（愛知県）を製作，架設

半田工場操業開始

半田第二工場竣工

《製作した主な橋梁》

1953（昭和28）年

1956（昭和31）年

1956（昭和31）年

1956（昭和31）年

1957（昭和32）年

1957（昭和32）年

1959（日召禾034）年

1960（昭和35）年

1961（昭和36）年

1963（昭和38）年

1964（昭和39）年

1964（昭和39）年

1965（昭和40）年

1967（昭和42）年

1967（昭和42）年

1969（昭和44）年

1969（昭和44）年

横山橋

万世橋

弁天橋

衣浦大橋

万世橋

第七只見川橋梁

日の出橋

長良川橋梁

松川橋

羽島大橋

第二六番町橋梁

酒匂川橋梁

安倍川橋梁

棚尾橋

南武跨線橋

矢作川橋

愛岐大橋

（静岡県）

（静岡県）

（愛知県）

　（愛知県）

（東京都）

　　　　（只見線）

　（東京都）

　　（東海道本線）

（愛知県）

　（岐阜県）

　　　　（東海道新幹線）

　　（東海道新幹線）

　　（東海道本線）

（愛知県）

　　（中央自動車道）

　（東名自動車道）

　（岐阜県）

《資料》

1）瀧上工業（株）：『瀧上工業五十年史』，昭和62年10月
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資料No・43

製作所名：竹内鐵工所（株）

《沿革》

東京市城東区南砂町9丁目2470

《製作した主な橋梁》

1927（昭和2）年　大平川橋梁（弥彦線）

嫌．’

幽
［写真・7．20：

　　　　　　　　　　　　　嚢

　　　　　　　　　　　　　灘

竹内鐵工誹の橋歴版（大平1Il橋梁）］

　　　　　　　　　　力種斯學骨

竹縫灘ll
　　　　　　　　　　械機械械部

　　　　内

　　　．所鑑

［写真・7．21：竹内鐵工所の広告1）］

《資料》

1）内務省土木試験所：『本邦道路橋輯覧第四輯』，広告，昭和14年4月
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資料No・44

製作所名：田中橋梁

《沿革》

《製作した主な橋梁》

1924（大正13）年　今橋 （大阪市）

《資料》

1）土木学会：『歴史的鋼橋集掩』，平成14年
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資料No・48

製作所名　月島機械（株）

《沿　革》

1905（明治38）年4月

1905（明治38）年8月

1912（大正1）年

1917（大正6）年5月31日

東京鉄工所機械部創立，東京深川猿江町二丁目

東京月島機械製作所と改称，東京月島東仲通五丁目
「吾妻橋」（群馬県）

月島機械（株）となる

《製作した主な橋梁》

1924（大正13）年

1925（大正14）年

1926（大正15）年

1927（昭和2）年

1928（昭和3）年

1929（昭和4）年

戸鹿野橋　　（群馬県）

荒川大橋　　（埼玉県）

立ケ花橋　　（長野県）

斉木橋　　（山梨県）

佃橋　　（東京市）

佐久間橋　　（東京市）
鯉［”側贋㎜旧劇51田1闘麗闘旧”1阯隠髄”麗闘1唇闘駅【IIIl－II岡皿腿価旧艦1一llll皿皿1””1”IIIl”18旧断11”騙1捌1凹一ll開”1”1星騙星811閥1皿HI随m＝1皿r膨盟1置11闘1㎜旧田図酬［唱

≡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

藝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　ホ

甚環

鑓職
　切　讐

　　りむ
　　績

文　好

殿
菅
各
樋

崎

高蔦吠買長so眠　　o　一　リ　ン炉グム

（富士瓦斯紡絞含阯輸汎）

目丁一町西島佃斯匪橋京市京東

九　三　三　三　婁　窓　話　電

詫κ　ツ　砂　斐　嘩
機　　シ　　利　　置

憾　ヤ　操　各　殖
　1、　腫　　拉　　鑑
鯉　　　廻　　　履
電　　興　　　　　　　　等
所　　他　　各　　　　　勢
粥　　土　　棚　　　　　力
雁　　木　　ク　　　　節
力　　膀　　ラ　　　　　減

宮　　役締取務常　　：，

　　　　分1
　　　　義i

竺

丼

怨
ヤロ

樽

昇
降

糊
川

並
化
卑
工
雛

機

鱒
航、

窒

ハ

阿
共
他
製

興

逆
ゆ

磯

蓮
心

階

［”lr　lぐ

羅　磯
　搾　　汽
　磯　曝
　醜　　渦
　空　　磐

　　ロ　螢　汽

製1
器1
目　多

＿．1

作　侍　板
目丁五通島月匪橋京市京束
　9酩薔：呈…昊……｝揺京鑓

長　斌

　　本

　　紅
5旧1IIIII1剛罰nl凱IHI睡1闘皿1細腿1棚闘閤躍四蹴II薯㎜1”lm“皿1”1旧盟II麗III昭［酔i”IU臨”11III緬星mEI欄II！UIロi”IIII”U”1［rl，“II酔”』星聖”IUII”1旧1“”瑚511琳01lll8mllI匪疇

　　　　　［写真・7．22：月島機械の広告2）］

《資料》

1）月島機械（株）：『月島機械株式会社七十年の歩み』，昭和52年6月20日

2）土木学会誌，第14巻第3号，広告，昭和3年6月
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資料No・49

製作所名●鉄道工場

《沿　革》

（新橋工場）

1871（明治4）年　　　　新橋器械場設置

1882（明治15）年3月　新橋工場と改称
（神戸工場）

1874（明治7）年　神戸工場設置
（鷹取工場）

1900（明治33）年3月1日　山陽鉄道（株）鷹取工場として創立

1906（明治39）年12月1日　鉄道作業局鷹取工場となる
（長野工場）

1890（明治23）年　創立

（大宮工場）

1894（明治27）年　創立

（浜松工場）

1912（大正1）年　創立

《製作した主な橋梁》

（新橋工場）

1875（明治8）年頃から新橋～横浜間のプレートガーダーを製作

1884（明治17）年頃から日本鉄道会社（東北本線）のプレートガーダーを製作

（神戸工場）

1878（明治11）年頃から神戸～大阪間のプレートガーダーを製作

1882（明治15）年　姉川橋梁　　（北陸本線）

1913（大正2）年　　第二加古川橋梁　　（加古川線）

（鷹取工場）

山陽鉄道の桁を製作

1912（大正1）年　　小櫃川橋梁他　　（房総線）

（長野工場）

1919（大正8）年　　平久里川橋梁　　（北条線）

（大宮工場）

1919（大正8）年　　鈍々川橋梁　　（北条線）

（浜松工場）

1919（大正8）年　　平久里川橋梁　　（北条線）

（宮川鉄工場）

1897（明治30）年　宮川橋梁　　（参宮鉄道）

《資料》

1）日本国有鉄道：『日本国有鉄道百年史』，昭和45年3月31日

2）日本国有鉄道鷹取工場：『六十年史』，昭和37年3月31日
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資料No－50

製作所名：（株）東京鐵骨橋梁

《沿　革》

1914（大正3）年8月

1922（大正11）年10月

1928（昭和3）年2月

1948（昭和23）年10月

1963（昭和38）年4月

1979（昭和54）年2月

1985（昭和60）年8月

1987（昭和62）年12月

1997（平成9）年2月

清水組本店深川工作所鉄工部　創立

芝浦工場生産開始

合資会社東京鐵骨橋梁製作所に改称し橋梁生産を開始，「五反田駅乗換
跨線橋」（池上電鉄）を製作

（株）東京鐵骨橋梁製作所と改組

取手工場生産開始
防府工場生産開始

千葉臨海工場生産開始
取手第4工場生産開始
（株）東京鐵骨橋梁に社名変更

《製作した主な橋梁》

1931（昭和6）年

1931（昭和6）年

1932（昭和7）年

1932（昭和7）年

1932（昭和7）年

1933（昭和8）年

1935（昭和10）年

1935（昭和10）年

1935（昭和10）年

1938（昭和13）年

1954（昭和29）年

1957（昭和32）年

1957（昭和32）年

1957（昭和32）年

1958（昭和33）年

1958（昭和33）年

1962（昭和37）年

1962（昭和37）年

1964（昭和39）年

1967（昭和42）年

1968（昭和43）年

1969（昭和44）年

1969（昭和44）年

1969（昭和44）年

神通川橋梁　　（三菱鉱業）

御幸橋　　（広島市）

大谷川橋梁　　（日光登山鉄道）

新猿橋　　（山梨県）

棚沢橋　　（東京府）

弁天橋　　（東京府）

青岩橋　　（青森県）

調布橋　　（東京府）

川中島橋　　（長野県）

峨眉橋　　（山形県）

中里跨線橋　　（東京都）

峰谷橋　　（東京都）

井川大橋　　（静岡県）

銀座橋　　（熊本市）

夕張岳線第一号橋　　（北海道）

東橋　（福島県）

蒲田跨線橋　　（東京都）

猪名川橋　　（名神自動車道）

幌別橋　　（北海道）

福島第一工区　（阪神高速）

新石狩大橋　　（北海道）

相模川橋梁　　（小田急）

中野橋　　（中央自動車道）

太田川橋　　（東名自動車道）
［写真・7。23：東京鐵骨橋梁製作所の橋歴版（峰谷橋）］

《資料》

1）東京鉄骨橋梁製作所二『東京鐵骨橋梁製作所七十年史』，昭和59年12月1日

2）土木学会誌，第14巻第3号，広告，昭和3年6月
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資料No・53

製作所名：灯明台局

《沿革》

1866（慶応2）年　　　　　幕府外国奉行が燈台業務を管轄

1868（明治1）年1月　　　外国事務官が管轄

1868（明治1）年4月　　　横浜裁判所が管轄

1868（明治1）年6月　　　神奈川府と改称

1868（明治1）年9月　　　神奈川県と改称し灯明台掛を設置

1869（明治2）年1月　　　会計官に属し灯明台御用調役設置

1869（明治2）年4月　　　外国官に属する，7月外務省となる

1869（明治2）年7月12日　横浜弁天に灯明台役所または灯明台局と称する局を設置

1869（明治2）年9月　　　大蔵民部省に属する

1869（明治2）年11月　　　「吉田橋」（横浜市）完成

1870（明治3）年7月　　　民部省に属する

1925（大正14）年9月　　　逓信省灯台局となる

1949（昭和24）年6月　　　海上保安庁灯台部となる

《製作した主な橋梁》

《資料》

1）大内兵衛他編：『明治前期財政経済史資料集成第17巻工部省沿革報告』，

昭和6年9月30日，改造社
2）海上保安庁灯台部：『日本燈台史』，燈光会，昭和44年6月30日
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資料No－54

製作所名：富岡機械製造所（富岡鉄工所）

《沿革》

1886（明治19）年5月　富岡鉄工所設立

1901（明治34）年5月　「左衛門橋」（東京市）

1906（明治39）年当時は富岡機械製造所（東京市芝区田町2丁目18番地）

《製作した主な橋梁》

1901（明治34）年　江戸橋　　（東京市）

1901（明治34）年　京橋　　（東京市）
ニニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しドのうもあぼずヂ　　　　も　　　　ハ

　　　　　　．劇i‘』・二・，・，♪苫，1ノ・ミ　　　　　　　　て，、伺・Ψ’ヤ、露讐窯1．据覇蓉

　　　［写真・7．25：富岡機械製造所の広告2）］

《資料》

1）東京都港区：『港区史（下巻）』

2）工談会：「工談雑誌」，第184号，明治39年1月26日
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資料No－55

製作所名　　東洋火熱工業（株）

《沿　革》

1941（昭和16）年5月16日

1944（昭和19）年

1950（昭和25）年

1969（昭和44）年11月

1973（昭和48）年

東洋火熱工業（株），本社東京神田区

横浜工場操業
「浅原橋」（山梨県）

トーヨーカネッ（株）と改名

砂町工場（東京江東区東砂8－19－20）

1949（昭和24）～1950（昭和25）年に橋梁製作

《製作した主な橋梁》

1951（昭和26）年

1951（昭和26）年

1952（昭和27）年

今朝平橋　　（愛知県）

黄瀬川橋　　（静岡県）

石神橋　　（滋賀県）

簗洋火熱慧叢株蹴禽澱
［写真・7．26：東洋火熱工業（株）の広告2）］

紮

《資料》

1）トーヨーカネッ（株）：『トーヨーカネツ50年史』，平成3年5月16日

2）土木学会：『土木工事写真集』，広告，昭和29年10月20日
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資料No－62

製作所名：新潟鉄工所

《沿革》

1895（明治28）年6月16日　日本石油（株）新潟鉄工所業務開始

1898（明治31）年　　　　　同年開通の北越鉄道の橋梁を製作

1910（明治43）年6月17日　（株）新潟鉄工所となる

《製作した主な橋梁》

《資料》

1）（株）新潟鉄工所：『新潟鉄工所百年史』，1996年3月31日
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資料No・64

製作所名：（株）日本橋梁

《沿　革》

1919（大正8）年

1919（大正8）年7月

1924（大正13）年4月

1937（昭和12）年

1941（昭和16）年

1943（昭和18）年

1979（昭和54）年12月

1980（昭和55）年11月

1987（昭和62）年11月

1993（平成5）年10月

1996（平成8）年10月

関場茂樹が小林鉄工所（大阪府西成郡豊崎町）に経営参加，日本橋梁建築合

資会社に改組

岩井商店（現・日商岩井株式会社）の創業者岩井勝次が資本参加，日本橋梁

（株）を設立し橋梁・鉄骨の生産を開始

鉄道省の指定工場となる

西工場新設

浜工場開設（旧淀川工場）

堺工場開設

大阪市港区に本社および橋梁工場移転

大阪市西淀川区に鉄塔工場移転（中島工場〉

兵庫県加古郡播磨町に播磨工場開設

千葉工場を開設

兵庫県西脇市に西脇工場開設

《製作した主な橋梁》

1919（大正8）年

1919（大正8）年

1921（大正10）年

1922（大正11）年

1924（大正13）年

1924（大正13）年

1924（大正13）年

1925（大正14）年

1926（昭和1）年

1927（昭和2）年

1927（昭和2）年

1928（昭和3）年

1928（昭和3）年

1929（昭和4）年

1929（昭和4）年

1930（昭和5）年

1934（昭和9）年

1935（昭和10）年

1936（昭和11）年

1950（昭和25）年

1952（昭和27）年

1953（昭和28）年

松室大橋

犀川大橋

岩井橋

富士川橋

六郷橋

長六橋

豊平橋

三好橋

　（山口県）

　（石川県）

（名古屋市）

　（静岡県）

（神奈川県）

（熊本県）

（北海道）

（徳島県）

霞橋　　（岡山県）

和泉橋　　（復興局）

野沢橋　　（長野県）

鶴歩橋　　（東京市）

富岡橋　　（復興局）

荒川橋　　（埼玉県）

鉾流橋　　（大阪市）

十三大橋　　（大阪市）

目黒橋　　（富山県）

熊野大橋　　（和歌山県）

観月橋　（京都府）

泉大橋　　（京都府）

「神崎橋　　（大阪府）

鳥飼大橋　　（大阪府）

［写真一7．27＝日本橋梁の橋歴版（野沢橋）］

《資料》

1）ダイヤモンド社：ポケット社史『日本橋梁』

2）日本橋梁（株）：『かけはし』（創立70周年記念号）

3）土木学会誌，第14巻第3号，広告，昭和3年6月
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日市橋梁株式會肚
大阪市來淀川匿長柄濱通一ノ五

．F電堀川g肌一5

東京市京橋旺賓町三丁日二番地

　電ぶ橘7743

　　　　鶯業種目
各種鐵橋、鋼鎮管、各種鐵骨、

逡電線路用鐵塔、鐵柱、鐵構類、

其他一般鋼構造物ノ製作蚊設計
高塵瓦斯容器製作勉鐵材ノ亜錯鍍金一式

［写真・7．28：日本橋梁の広告3）］
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資料No・65

製作所名　　日本鋼管（株）

《沿　革》

1912（明治45）年6月8日

1940（昭和15）年10月1日

1953（昭和28）年

1956（昭和31）年

1961（昭和36）年

1970（昭和45）年

日本鋼管（株）創立

鶴見製鉄造船（株）を合併

「相模大橋」（神奈川県）

鶴見造船所生麦工場を橋梁生産用に整備

清水造船所鉄構工場を新設

津造船所鉄構工場が稼動

《製作した主な橋梁》

1948（昭和23）年

1950（昭和25）年

1951（昭和26）年

1952（昭和27）年

1953（昭和28）年

1953（昭和28）年

1955（昭和30）年

1959（昭和34）年

1963（昭和38）年

1967（昭和42）年

1969（昭和44）年

1969（昭和44）年

1969（昭和44）年

鶴見大橋　　（横浜市）

川根大橋　　（静岡県）

昭明橋　　（栃木県）

引田橋　　（栃木県）

西村橋　　（兵庫県）

多摩水道橋　　（東京都）

相模大橋　　（神奈川県）

新数寄屋橋　　（東京高速）

千住水管橋　　（東京都）

奥多摩大橋　　（東京都）

長野大橋　　（長野県）

小坂川橋　　（東名自動車道）

小形山橋　　（中央自動車道）

［写真一7．29：日本鋼管の広告3）］

《資　料》

1）日本鋼管（株）：『日本鋼管株式会社70年史』，昭和57年

2）日本鋼管（株）：『GA工A　ODYSSEY』，平成4年12月1日
3）建設省道路局監修：『道路橋大鑑』，広告，土木界通信社， 昭和36年10月30日
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資料No－65・1

製作所名●（株）浅野造船所

《沿　革》

1916（大正5）年4月15日
1916（大正5）年12月1日

1920（大正9）年3月

1923（大正12）年

1936（昭和11）年11月26日

1940（昭和15）年10月1日

浅野総一郎により（株）横浜造船所として創立

（株）浅野造船所に改称

（株）浅野製鉄所を合併し，鋼板の製造から造船・船舶の修繕まで一貫

して行う一方，陸上工事にも進出

橋梁生産を開始，「築地橋」（復興局）を製作

鶴見製鉄造船（株）と改称

日本鋼管（株）と合併

《製作した主な橋梁》

1923（大正12）年

1923（大正12）年

1925（大正14）年

1925（大正14）年

1926（大正15）年

1926（大正15）年

1927（昭和2）年

1928（昭和3）年

1928（昭和3）年

1928（昭和3）年

1928（昭和3）年

1929（昭和4）年

1929（昭和4）年

1930（昭和5）年

1930（昭和5）年

1931（昭和6）年

1931（昭和6）年

1932（昭和7）年

1932（昭和7）年

1933（昭和8）年

1934（昭和9）年

1934（昭和9）年

1934（昭和9）年

1934（昭和9）年

1936（昭和11）年

1937（昭和12）年

1938（昭和13）年

東元橋　　（東京市）

松永橋　　（東京市）

西河岸橋　　（東京市）

鉄道用プレートガーダー20連
山吹橋　　（横浜市）

鉄道用プレートガーダー　63連
車橋

厩橋

鎧橋

港橋

（横浜市）

（東京市）

（東京市）

（横浜市）

鉄道用プレートガーダー
行幸橋　　（内務省）

鷺石橋　　（群馬県）

鉄道用プレートガーダー
桜木橋　　（岩手県）

仙人橋　　（岩手県）

晩翠橋　　（栃木県）

南氷川橋　　（東京府）

吉野橋　　（神奈川県）

本合海橋　　（山形県）

両羽橋　　（山形県）

大井橋　　（横浜市）

長井橋　　（山形県）

昭和橋　　（岩手県）

大師橋　　（神奈川県）

御成橋　　（静岡県）

北上大橋　（岩手県）

（鶴見臨港鉄道）

（南武鉄道（株））

17連　　（青梅鉄道）

147連　　（富山電気鉄道）

［写真・7．30：浅野造船所の橋歴版（西河岸橋）］

《資　料》

1）日本鋼管（株）：『日本鋼管株式会社70年史』，昭和57年

2）原正幹：『我社の生立』，昭和10年12月17日，浅野造船所

3）土木学会誌，第15巻第7号，広告，昭和4年7月
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資料No・66，66・1

製作所名●日本車両製造（株）

《沿　革》

（天野工場）

1896（明治29）年6月

1902（明治35）年

1904（明治37）年

1914（大正3）年

1919（大正8）年

匿名組合天野工場設立（東京府南葛飾郡隅田村）

合資会社となる

天野氏の個人会社となる
「柳瀬川橋梁」（東武東上線）を製作

日本車両製造（株）と合併

（日本車両製造）

1896（明治29）年9月18日

1897（明治30）年12月1日

1909（明治42）年

1926（昭和1）年～

1962（昭和37）年

日本車両製造（株）設立（名古屋市栄町2147番地）

熱田工場完成
「高蔵寺橋」（愛知県）を製作

本格的に橋梁生産を開始，「庄内橋」（名古屋市）

大江工場稼動

《製作した主な橋梁》

（天野工場）

1914（大正3）年頃

（日本車両製造）

1927（昭和2）年

1932（昭和7）年

1963（昭和38）年

1964（昭和39）年

1966（昭和41）年

1967（日召禾日42）年

1969（昭和44）年

1969（昭和44）年

赤間川橋梁　　（東武東上線）

青柳橋　　（岐阜県）

東西築地連絡橋　　（愛知県）

三ツ久保沢橋　　（長野県）

新大沼橋　　（奈良県）

原野谷川橋梁　　（国鉄）

飛田第一橋　　（中央自動車道）

軽井沢大橋　　（長野県）

江尾橋　　（道路公団）
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　［写真・7．32：日本車輌製造の広告2）1

《資料》

1）日本車両製造（株）：『藩進』，昭和52年6月

2）土木学会誌，第14巻第3号，広告，昭和3年6月

一281一



資料No・67

製作所名：日本鉄工（株）

《沿革》

1878（明治11）年　田中鉄工所創立

1899（明治32）年　当時は合資会社田中鉄工所

　　　　　　本社　東京市本所区徳右衛門町34番地
　　　　　　芝分工場　芝区三田四国町2番地
1900（明治33）年　日本鉄工（株）に変更

1901（明治34）年　「利根橋」（群馬県）

《製作した主な橋梁》

告 演『

0　0　0　0　一分め本特本なを本兀

工職に酌掘盤
場錨難馨田
董雑習墜難中
、三派良に局縄．鐵

男鷲雑鯉．工

　　・OOO其鐵各陸蚕．明

他索種舶本治
．諸機製用金十
般械造諸峯一，

　ヤの汽機機拾年
設罐械械五工

　ヤ　　セ　　ヤ
計汽石鐵菖場

國馨瑠欝所棄蓉機麗圓嚢
町しを蜥・事稟等井這
蓋，裏講－日纂’雛・
（．同’監同取本禽同，取專取

鑑査・締鐵畢嘉糠
薯喪役垂工尊　役，舞
鶏蹴諜株㌔本谷大．
飼谷橋噂式中問崎川
錨佐墓會榮英安至
繭吉籍胤鯨誌

［写真・7．33：日本鉄工の広告2）］

《資料》

1）前橋市：『前橋市史第4巻』，昭和53年12月1日
2）工業雑誌社：「工業雑誌2巻2号」，明治33年9月21日
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資料No・68

製作所名：日本鉄塔工業（株）

《沿革》

1938（昭和13）年11月26日　（株）服部製作所若松工場が独立し（株）若松服部製作所となる。主と

して鉄塔を製作

1952（昭和27）年1月　　　　東京工場開設

1955（昭和30）年1月27日　砂町工場開設
1961（昭和36）年4月1日　　日本鉄塔工業（株）となる

1964（昭和39）年　　　　　　「第一日宇橋」（佐世保市）

1968（昭和43）年11月　　　豊橋工場開設

《製作した主な橋梁》

1964（昭和39）年　温井川橋　　（群馬県）

1965（昭和40）年　高見橋　（鹿児島県）

1967（昭和42）年　春日部大橋　　（埼玉県）

1969（昭和44）年　藤木橋　　（熊本県）

1969（昭和44）年　上野原橋　　（中央自動車道）

1969（昭和44）年　惣領橋　　（東名自動車道）

《資料》

1）日本鉄塔工業（株）：『日本鉄塔工業75年史』，平成9年10月
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資料No・68・1

製作所名：（株）服部製作所

《沿革》

1916（大正5）年12月 （株）服部製作所 創業　（東京市京橋区月島通り三丁目）
1920（大正9）年 池袋工場 開設 （府下北豊島郡池袋町雲雀谷2193）

1924（大正13）年 若松工場 開設 （福岡県若松市）

《製作した主な橋梁》

1929（昭和4）年 松永橋 （東京市）

1929（昭和4）年 千鳥橋 （東京市）

1929（昭和4）年 女橋 （東京市）

1929（昭和4）年 新開橋 （東京市〉

1929（昭和4）年 猿子橋 （東京市）

《資料》

1）日本鉄塔工業（株）：『日本鉄塔工業75年史』， 平成9年10月
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資料No－69

製作所名　　函館どっく（株）

《沿　革》

1880（明治13）年4月

1891（明治24）年1月

1896（明治29）年11月7日

1903（明治36）年

器械製造所開設
函館造船所と改める
函館船渠（株）設立

北海道鉄道用橋桁（47連）を製作

（株）函館ドック　と改称

（株）函館どっく　と改称

《製作した主な橋梁》

1932（昭和7）年

1933（昭和8）年

1933（昭和8）年

1959（昭和34）年

1961（昭和36）年

1963（昭和38）年

1964（昭和39）年

1965（昭和40）年

1969（昭和44）年

1969（昭和44）年

朝里橋

張碓橋

空知大橋

滝ノ湯橋

池田大橋

紋穂内橋

祈石橋

寿橋

（北海道）

（北海道）

　（北海道）

　（北海道）

　（北海道）

　（北海道）

（北海道）

　　　（北海道）

与瀬第一橋　　（中央自動車道）

春山川橋　　（東名自動車道）

爵舘　野ツ　ク株試会戦

　賊AlくOPAT蕊静O（X　CO．，i，TP．
　　舗、影、露．争　　　1、象o！・i‘二b…えc・柚．To醸」

［写真一7．34：函館ドックの広告3）］

《資　料》

1）函館市：『函館市史通史編第二巻』

2）函館船渠（株）：『函館船渠株式会社四十年史』，昭和12年7月5日

3）土木学会：『土木工事写真集』，広告，昭和29年10月20日
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資料No・70

製作所名：（株）ハルテック

《沿　革》

1921（大正10）年4月

1931（昭和6）年3月

1941（昭和16）年6月

1951（昭和26）年12月

1968（昭和43）年4月

1985（昭和60）年6月

1991（平成3）年7月

1993（平成5）年10月

1996（平成8）年8月

2001（平成13）年8月

春本利作が大阪市此花区海老江町で建築金物請負業を創業

大阪市大正区南恩加島に工場移転
（株）春本組を設立

（株）春本鐵工所に社名変更

枚方工場開設

和歌山工場開設に伴い枚方工場閉鎖

本社を東京に移転し大阪本店とする

千葉工場開設
（株）春本鐵工に社名変更

（株）ハルテックに社名変更

《製作した主な橋梁》

1954（昭和29）年

1957（昭和32）年

1959（昭和34）年

1960（昭和35）年

1962（昭和37）年

1963（昭和38）年

1966（昭和41）年

1967昭和42）年
1968（昭和43）年

1969（昭和44）年

阿賀野川橋梁　（白新線）

犀川橋梁　　（信越本線）

大仁橋　　（静岡県）

長良川橋梁　　（東海道本線）

太田川橋梁　　（可部線）

手取川橋梁　　（北陸本線）

葭屋橋　　（大阪市）

日野跨線橋　　（中央自動車道）

神領橋　　（東名自動車道）

忍沢橋　　（東名自動車道）

《資料》

1）（株）ハルテックホームページ
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資料No・72

製作所名：（株）日立製作所

《沿革》

1920（大正9）年2月

1921（大正10）年2月

（株）日立製作所創立

笠戸工場開設（日本汽船（株）笠戸製作所を買収して）

《製作した主な橋梁》

1923（大正12）年　新川橋梁 （宇部線）

［写真一7．35：新川橋梁（宇部線）］

［写真・7．36：日立製作所の橋歴版（新川橋梁）］

《資料》

1）（株）日立製作所：『日立製作所史』，昭和35年10月5日
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資料No・73

製作所名　日立造船（株）

《沿革》

1881（明治14）年4月

1900（明治33）年4月

1911（明治44）年

1914（大正3）年3月18日
1922（大正11）年

1927（昭和2）年

1943（昭和18）年3月11日

1944（昭和18）年9月

1944（昭和19）年7月

1948（昭和23）年

1965（昭和40）年

1971（昭和46）年4月1日
1973（昭和48）年3月

1973（昭和48）年

1979（昭和54）年

英国人E．H．．ハンターが大阪鉄工所（個人経営）を大阪安治川岸に設立

桜島工場操業開始，第1号橋として七尾鉄道向け鉄道橋）を製作

因島工場操業開始

（株）大阪鉄工所に改組

築港工場操業開始1
（株）大阪鉄工所として新発足

社名を日立造船（株）に変更

向島船渠（株）合併し向島造船所とする

神奈川工場操業開始

向島造船所を向島工場に改称

堺工場操業開始

舞鶴重工業（株）を合併し舞鶴工場とする

向島東工場を鉄構専門工場とする

有明工場操業開始

有明陸機工場操業開始

《製作した主な橋梁》

（大阪鉄工所）

1901（明治34）年

1924（大正13）年

1926（大正15）年

1926（大正15）年

1927（昭和2）年

1927（昭和2）年

1928（昭和3）年

1928（昭和3）年

1928（昭和3）年

1930（昭和5）年

1931（昭和6）年

1933（昭和8）年

1936（昭和11）年

1936（昭和11）年

1937（昭和12）年

（日立造船）

1948（昭和23）年

1958（昭和33）年

1958（昭和33）年

1962（昭和37）年

1963（昭和38）年

1964（昭和39）年

大分県の道路橋【50トン】

宇奈月橋梁　　（日本電力）

太田橋

淀川大橋

堂島大橋

渡辺橋

吉野川橋

幣舞橋

小倉橋

中川橋

濁澄橋

明石大橋

大船橋

長生橋

木曽川橋梁

（岐阜県）

　（大阪府）

　（大阪市）

（大阪市）

　（徳島市）

（北海道）

（岐阜県）

（名古屋市）

（石川県）

　（兵庫県）

　　（東海道本線）

（大阪市）

（新潟県）

小丸大橋　　（宮崎県）

玉名橋　　（熊本県）

岩知内水路橋　　（北海道電力）

若戸大橋【主塔】　　（福岡県）

度会橋　　（三重県）

相模川橋梁　　（東海道新幹線）

　　　　　　　　　ロニヨロヨま　　書器轟　　　　享

　　套縫株畿鐸、
　　…．式　i器蒙魏・
　　些・角不　　　　　　　　　　　邑胆璽曹、

　　：＝：　負・1＝二ii霊－

　　　　　ll驚』霊：＝1総

　　　煽（旗i創蜜
　エエメ≠量物萄・，　　　　　　　．業本
、一・坤晒卿鰹．一　　　　　　鴨金

　　　　　　　　　　　む…ili講徽　　ll

il難1江
凝ラ癬所

［写真・7．37：大阪鐵工所の広告］

［写真・7．38：大阪鐵工所の橋歴版（明石大橋）］

《資料》

1）日立造船（株）：『日立造船百年史』，昭和60年3月31日

2）日立造船（株）ホームページ
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資料No・73・1

製作所名　　舞鶴重工業（株）

《沿革》

1944（昭和19）年3月31日飯野産業
1946（昭和21）年4月

1950（昭和25）年7月

1950（昭和25）年7月

1953（昭和28）年10月

1961（昭和36）年4月1日

1971（昭和46）年4月1日

飯野産業（株）舞鶴造船所

飯野産業（株）舞鶴製作所

飯野産業（株）舞鶴造船所

飯野重工業（株）舞鶴造船所

舞鶴重工業（株）となる

日立造船（株）と合併

《製作した主な橋梁》

（飯野重工業）

1951（昭和26）年

1953（昭和28）年

花ノ木橋　　（京都府）

大川橋　　（京都府）

（舞鶴重工業）

1964（昭和39）年

1965（昭和40）年

湯瀧橋　　（長野県）

丹波大橋　　（京都府）

［写真・7．39：飯野産業舞鶴造船所の橋歴版（大川橋）］

《資料》

1）日立造船（株）：『日立造船百年史』，昭和60年『3月31日
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資料No・75

製作所名：富士車輌（株）

《沿革》

1944（昭和19）年12月

1945（昭和20）年9月

1954（昭和29）年8月

1954（昭和29）年

1963（昭和38）年7月

1986（昭和61）年2月

富士造機（株）を設立，大阪府南河内郡狭山町（現大阪狭山市）

富士車輌（株）と改称

橋梁，鉄骨，鉄塔の製造開始
「滝元川橋」（和歌山県）

滋賀工場を建設し，車両・橋梁工場として操業開始

滋賀工場に生産を集約し，本社を大阪市内に移転

《製作した主な橋梁》

1958（昭和33）年

1959（昭和34）年

1963（昭和38）年

1967（昭和42）年

1969（昭和44）年

1969（昭和44）年

1982（昭和57）年

吉野川橋　　（高知県）

桜江大橋　　（島根県）

新大山橋　　（鳥取県〉

高津大橋　　（島根県）

新倉第一橋　　（中央自動車道）

勝間田避溢橋　　（東名自動車道）

興産大橋　　（山口県）

、《資　料》

1）富士車輌（株）ホームページ

2）宇部興産（株）：『宇部興産創業百年史』，平成10年6月
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資料No－79

製作所名：松尾橋梁（株）

《沿　革》

1813年頃
1870年
1907（明治40）年頃

1912（大正元）年

1922（大正11）年

1925（大正14）年

1926（大正15）年

1934（昭和9）年

1936（昭和11）年

1937（昭和12）年7月

1942（昭和17）年

1944（昭和19）年5月

1945（昭和20）年9月

伝法屋（建築金物商）を創業

松尾和助商店と改称

汐見橋工場後・境川に移転
橋梁生産開始「富雄川橋梁」（近鉄奈良線）

福町工場建設
松尾鐵骨橋梁（株）設立

東京工場（月島）を建設

東京工場（砂町）を建設

月島工場を閉鎖

松尾橋梁（株）に名称変更

堺工場を建設

松尾重工（株）に名称変更

松尾橋梁（株）に名称復帰

《製作した主な橋梁》

1913（大正2）年

1921（大正10）年

1922（大正11）年

1922（大正11）年

1924（大正14）年

1926（昭和1）年

1927（昭和2）年

1928（昭和3）年

1928（昭和3）年

1929（昭和4）年

1929（昭和4）年

1931（昭和6）年

1933（昭和8）年

1932（昭和7）年

1936（昭和11）年

1936（昭和11）年

1938（昭和13）年

1939（昭和14）年

1944（昭和19）年

1950（昭和25）年

1952（昭和27）年

1954（昭和29）年

1955（昭和30）年

油阪陸橋　　（近鉄奈良線）

大和川橋梁　　（近鉄生駒線）

立売橋　　（大阪市）

京橋［拡幅］　　（東京市）

勝浦川橋　　（徳島県）

大和川橋梁　　（近鉄大阪線）

木津川橋梁　　（近鉄京都線）

日野橋　　（鳥取県）

仁淀川橋　　（高知県）

枚方大橋　　（大阪府）

円山大橋　　（兵庫県）

高田橋　　（福島県）

山口貯水池橋　　（東京府）

長堀川新橋　　（大阪市）

正蓮寺川新橋　　（大阪市）

桜橋　（広島県）

伯楽橋　　（大阪市）

音羽跨線橋　　（東京府）

巴川可動橋　　（清水港線）

重信川橋　　（愛媛県）

荒川橋梁　　（東北本線）

高倉跨線橋　　（京都府）

海尻橋　　（栃木県）

［写真・7．40：松尾鐵骨橋梁の橋歴版（山口貯水池橋）］

《資　料》

1）松尾橋梁（株）：『松尾橋梁70年のあゆみ』，平成8年4月20日

2）土木学会誌，第15巻第5号，広告，昭和4年5月
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資料No－81

製作所名：三田農具製作所

《沿革》

1879（明治12）年11月　　　大蔵省勧農局三田農具製作所設立

1881（明治14）年4月　　　農商務省農務局に属す
1882（明治15）年以降　　　府県・民間の注文に応じる
1886（明治19）年頃　　　　　「秩父橋」（埼玉県）他の木鉄混合トラス橋の鉄部を製作

1888（明治21）年1月10日　岩崎由次郎，松井平次郎，根岸吉松連名で落札

1888（明治21）年5月　　　（株）三田農具製作所設立

1888（明治21）年3月7日　「鎧橋」（東京市）を製作

1889（明治22）年10月1日　三田機械製作所と改称
1892（明治25）年5月　　　三田機械製作（株）となる

1901（明治34）年1月　　　東京機械製造（株）と改称

1903（明治35）年　　　　　東京機械製造（株）三田製作所となる

《製作した主な橋梁》

1892（明治25）年5月　和泉橋　　（東京市）

《資料》

1）編纂委員会：『農林水産省百年史』，昭和54年3月25日

2）大塚栄吉：「東京三田機械製作所沿革及製品概略」，工談雑誌，明治25年10月12日
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資料No・82

製作所名：三井造船（株）

《沿　革》

1917（大正6）年11月14日

1937（昭和12）年

1942（昭和17）年

1952（昭和27）年

1961（昭和36）年

1962（昭和37）年

1967（昭和42）年

1973（昭和48）年

1981（昭和56）年

1996（平成8）年

1999（平成11）年

三井物産（株）の造船部として，岡山県児島郡日比町（現玉野市）で創業

開始

三井物産から分離独立し，（株）玉造船所を設立（現玉野事業所）

社名を三井造船（株）に改称

東京築地に本社機構を移設

橋梁生産を開始，「志川橋」（四国地建）を製作

千葉工場（現千葉事業所）操業開始

（株）藤永田造船所［写真・7．42］と合併（後に大阪事業所と改称）

修繕船専門工場の由良工場（和歌山県）操業開始

大分事業所操業開始

玉野事業所での橋梁生産中止

大阪事業所を閉鎖

《製作した主な橋梁》

1963（日召禾038）年

1966（昭和41）年

1968（昭和43）年

1972（昭和47）年

1976（昭和51）年

1979（昭和54）年

安野々橋　　（四国地建）

伊達橋　　（中国地建）

帯川橋・佐奈川橋　　（道路公団）

境水道大橋　　（道路公団）

泉大津大橋　　（大阪府）

信喜大橋　　（島根県）

　瞥業科目

其諸客橋陸艦 省省
　指

雛藤永田捲船所
本　　　魅　　大阪市佳吉麗柴谷町四十四番地

［写真・7．42：藤永田造船所の広告2）］

《資料》

1）三井造船㈱＝『三井造船株式会社75年史』，平成5年3月
2）（社）帝国鉄道協会：『帝国鉄道年鑑』（昭和3年版），昭和3年5月
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資料No・83

製作所名●三菱重工業（株）

《沿革》

1873（明治6）年3月

1884（明治17）年7月

1888（明治21）年12月

1893（明治26）年12月

1905（明治38）年7月20日

1906（明治39）年

1914（大正3）年12月

1917（大正6）年11月

1934（昭和9）年4月11日

1935（昭和10）年11月

1943（昭和18）年12月

1944（昭和19）年3月

1946（昭和21）年2月

1950（昭和25）年1月11日

①東日本重工業（株）

　　1952（昭和27）年6月1日
　②中日本重工業（株）

　1952（昭和27）年5月29日
　③西日本重工業（株）

　1952（昭和27）年5月27日
1964（昭和39）年6月1日

　三菱商会設立
　工部省が長崎造船所を三菱商会に貸与し三菱会社長崎造船所となる

　三菱会杜三菱造船所となる
　三菱合資会社三菱造船所となる

　三菱合資会社神戸三菱造船所創立
　三菱合資会社吉岡鉱山向け橋梁を製作

　彦島造船所開設
　三菱造船（株）となる

　三菱重工業（株）となる

　横浜船渠（株）を合併し横浜造船所とする

　彦島造船所を下関造船所とする

　広島造船所開設
　七尾造船所開設
　三社に分割

横浜造船所，七尾造船所など

　　三菱日本重工業（株）に改称

神戸造船所など

　　新三菱重工業（株）に改称

長崎造船所，下関造船所，広島造船所など

　　三菱造船（株）に改称
三社が合併して三菱重工業（株）となる

《製作した主な橋梁》

1908（明治41）年

1924（大正13）年

1925（大正15）年

1927（昭和2）年

1931（昭和6）年

1931（昭和6）年

鉄道用プレートガーダー

篠ノ井橋

江東橋

高松橋

両郡橋

小見水路橋
1935（昭和10）～1937（昭和12）年

1936（昭和11）年

1951（昭和26）年

1951（昭和26）年

1953（昭和28）年

1955（昭和30）年

1955（昭和30）年

1957（昭和32）年

1957（昭和32）年

1960（昭和35）年

1961（昭和36）年

1964（昭和39）年

1966（昭和41）年

1969（昭和44）年

市代吊橋

釜口橋

太平橋

緑大橋

掛塚橋

新喜多橋

白糸橋

代継橋

毛馬橋

　（長野県）

（復興局）

（神戸市）

（長野県）

　（富山県）

　　三信鉄道（現・飯田線）
　（静岡県）

（静岡県）

（鹿児島県）

（広島市）

（静岡県）

　（大阪市）

（静岡県）

（熊本市）

（大阪市）

五反田橋梁　　（東海道新幹線）

長良川橋　　（名神自動車道）

摩耶大橋　　（神戸市）

安倍川橋　　（東名自動車道）

橋梁86連

《資料》

1）三菱重工業（株）1『海に陸にそして宇宙に』，平成2年4月

2）三菱重工業（株）神戸造船所：『三菱神戸造船所七十五年史』，昭和56年11月25日

3）土木学会誌，第3巻第1号，広告，昭和9年1月
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資料No・83・1

製作所名：長崎製鉄所

《沿革》

1857（安政4）年10月10日　　徳川幕府　長崎錯鉄所　開設

1860（万延1）年12月12日　　徳川幕府　長崎製鉄所と改称

1861（文久1）年3月28日　　　　　　　長崎製鉄所落成式
1863（文久3）年　　　　　　　立神工場を開設

1968（明治1）年6月19日　　長崎府所管　長崎製鉄所となる
1868（明治1）年9月16日　　「くろがね橋」（長崎市）

1869（明治2）年6月20日　　長崎府が長崎県となる

1871（明治4）年4月　　　　　工部省　長崎造船所となる

1871（明治4）年8月　　　　　工部省　造船寮　長崎造船所となる

1872（明治5）年10月　　　　工部省　製作寮　長崎造船所となる

1877（明治10）年1月　　　　工部省　工作局　長崎工作分局となる

1883（明治11）年9月　　　　工部省　長崎造船局となる

1884（明治17）年7月　　　　三菱商会に貸与する，三菱会社長崎造船所となる

《製作した主な橋梁》

《資料》

1）大内兵衛他編：『明治前期財政経済史資料集成第17巻工部省沿革報告』

昭和6年9月30日，改造社
2）三菱造船（株）：『創業百年の長崎造船所』，昭和32年10月10日
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資料No・83・2

製作所名：横浜船渠（株）

《沿　革》

1875（明治8）年12月

1885（明治18）年9月

1896（明治29）年9月

1917（大正6）年

1935（昭和10）年11月

三菱製鉄所創立
日本郵船横浜鉄工所となる

横浜船渠会社となる
「開運橋」（盛岡市）

三菱重工業（株）と合併し三菱重工業（株）横浜造船所となる

《製作した主な橋梁》

1922（大正11）年

1926（昭和1）年

1928（昭和3）年

1928（昭和3）年

1932（昭和7）年

1933（昭和8）年

大江橋　　（横浜市）

日野橋　　（東京府）

大井川橋　　（静岡県）

打越橋　　（横浜市）

水府橋　　（水戸市）

尾張大橋　　（愛知県）

懸
［写真・7．44：横浜船渠の橋歴版（大井川橋）］ ［写真・7．45：横浜船渠の橋歴版（水府橋）］

《資料》

1）三菱重工業（株）横浜造船所1『三菱重工横浜造船所百年史』，平成4年2月
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資料No・85

製作所名：（株）宮地鐵工所

《沿革》

1908（明治41）年

1914（大正3）年

1920（大正9）年

1924（大正13）年

1926（大正15）年

1931（昭和6）年

1932（昭和7）年

1933（昭和8）年

1945（昭和20）年

1946（昭和21）年

1941（昭和36）年

1974（昭和49）年

1975（昭和50）年

1976（昭和51）年

1982（昭和57）年

1983（昭和58）年

宮地栄治郎が個人経営で東京市本所区南二葉町（現墨田区亀沢）に創業。ボルト，

鉄扉，鉄柵などを製作

初の橋梁架設工事として「名取川橋梁」（鉄道省）を架設

東京府南葛飾郡大島町（現江東区大島）に大島工場を新設

震災復旧にともない鉄道省の架設工事を大量受注

「聖橋」，「江戸橋」など復興局の橋梁架設工事に参画

南二葉町・大島町の工場を閉鎖し，砂町工場を開設
「札の辻橋」（東京市）

砂町第二工場を開設
波田（松本）に工場疎開

波田工場操業開始

波田工場を松本工場，砂町工場を東京工場に改称

市川工場を開設

東京第一工場を閉鎖

東京第二工場を新砂工場に改称，東京第三工場を閉鎖

市川工場を閉鎖，千葉工場の部分操業を開始

本社を中央区小伝馬町に移動，千葉工場が全面稼働

《製作した主な橋梁》

1933（昭和8）年

1933（昭和8）年

1933（昭和8）年

1937（昭和12）年

1939（昭和14）年

1948（昭和23）年

1950（昭和25）年

1953（昭和28）年

1955（昭和30）年

1956（昭和31）年

1955（昭和32）年

1958（昭和33）年

1958（昭和33）年

1959（昭和34）年

1961（昭和36）年

1962（昭和37）年

1964（昭和39）年

1966（昭和41）年

梅島橋　　（東京市）

開国橋　　（山梨県）

亀甲橋　（山梨県）

白妙橋　　（東京市）

奥多摩橋　　（東京府）

昭和橋　　（埼玉県）

棚尾橋　　（愛知県）

熊ヶ根橋　　（宮城県）

鷹ノ巣橋　　（愛知県）

筑紫橋　　（北海道）

親鼻橋　　（埼玉県）

三坂大橋　　（群馬県）

江東新橋　　（東京都）

笠置橋　　（京都府）

沼田大橋　　（北海道）

銚子大橋　　（道路公団）

飯泉橋　　（神奈川県）

市川橋　　（関東地建）
［写真・7．46：宮地鐵工所の橋歴版（札の辻橋）］

《資料》

1）　（株）宮地鐵工所：『MIYAJI創業80周年記念』，昭和63年

2）　内務省土木試験所＝『本邦道路橋輯覧第四輯』，広告，昭和14年4月

一299一



束京府奥多鷹橘

『

　－螢業種目
－鐵骨、橋梁、鐵塔、製作

鐡F管水門捲揚製作
瓦斯槽、水槽、油槽、空氣槽、製作

起重機索道製作
土木建築請員

鴇
躍

東京市城東匠南砂町九T　l郭二鴻七〇番地
　　電話本所（73）代表9306（4）

分工場　東京市城東置南砂町四丁目六二五番地

　　電話本駈σ3）5333・9776　．
支店名古屋市1西匿本重町一丁目二〇三番地

　　電話本局4133出張所　大阪市酉淀碕冨塚本町五〇ニノ三〇

　　電話巖島謳877
　　朝鮮京城・府漢口通十一番地
　　竃話龍山1141

［写真・7．47：宮地鐵工所の広告2）］
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資料No－86

製作所名＝矢野組

《沿革》

大阪市此花区大関町

《製作した主な橋梁》

1926（大正15）年　御幸橋　　（滋賀県）

《資料》

1）小原光信：「御幸橋の改築工事に就て」，道路の改良8巻1号，道路改良会，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大正15年10月1日
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資料No・89

製作所名：（株）横河ブリッジ

《沿　革》

1907（明治40）年2月11日

1908（明治41）年

1911（明治44）年10月

1914（大正3）年3月

1918（大正7）年5月

1922（大正11）年1月

1923（大正12）年9月

1940（昭和15）年8月

1943（昭和18）年7月

1945（昭和20）年11月

1964（昭和39）年10月『

1969（昭和44）年2月

1978（昭和53）年3月

1991（平成3）年10月

1999（平成11）年3月

大阪市西区境川86番地に横河民輔が横河橋梁製作所として創業
橋梁製作開始，「上繋橋」（大阪市営電気鉄道）を製作

鉄道院から橋桁製作工場に指定

東京市深川区千田町1番地に東京工場開設
（株）横河橋梁製作所と改名

新東京工場を芝浦に開設し本社も構内に移転，旧工場は分工場とする

関東大震災により分工場閉鎖

東京市深川区加崎町2番地に深川工場開設
創業以来の大阪工場を閉鎖

東京工場を芝浦工場と改称

大阪工場操業開始，第一号橋梁として「天門橋（天草1号橋）」（道路

公団）を製作
「藻塩橋」（東京都）の製作を最後に芝浦工場を閉鎖，千葉工場操業開始

深川工場閉鎖

（株）横河ブリッジに社名変更

千葉工場を閉鎖

《製作した主な橋梁》

1912（明治45）年

1913（大正2）年

1913（大正2）年

1915（大正4）年

1922（大正11）年

1923（大正12）年

1923（大正12）年

1925（大正14）年

1927（昭和2）年

1928（日召禾［13）年

1939（昭和4）年

1930（昭和5）年

1931（昭和6）年

1932（昭和7）年

1932（昭和7）年

1933（日召禾08）年

1934（昭和9）年

1935（昭和10）年

1939（昭和14）年

1942（昭和17）年

1948（昭和23）年

1955（昭和30）年

山家橋

勝山橋

八ツ山橋

大正橋

淀川橋梁

安倍川橋

利根川橋

松齢橋

豊海橋

言問橋

柳橋

吾妻橋

坂東大橋

（京都府）

（福井県）

　（鉄道院）

（大阪市）

　（阪神電鉄）

　（静岡県）

　（内務省）

（福島県）

（復興局）

（復興局）

　　　（復興局）

　　　　（東京市）

　　　　　（群馬県）

隅田川橋梁　　（総武線）

戸田橋　　（埼玉県）

東山橋　　（京都府）

瑞穂橋　　（内務省）

丸子橋　　（東京府）

勝閾橋　　（東京市）

四条大橋　　（京都府）

忠節橋　　（岐阜県）

西海橋　　（長崎県）

［写真・7．48：横河橋梁製作所の橋歴版（東山橋）］

［写真一7．49：横河橋梁製作所の橋歴版（坂東大橋）］

《資料》

1）（株）横河橋梁製作所：『横河橋梁80年史』，昭和62年11月3日

2）土木学会誌，第15巻第2号，広告，昭和4年2月
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　　　　　［写真一7．50：横河橋梁製作所の広告2）］
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資料No・90

製作所名：横尾鉄工所

《沿　革》

《製作した主な橋梁》

1927（昭和2）年　百貫橋 （佐賀県）

《資料》
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資料No・91

製作所名：吉田鉄工所

《沿革》

1916（大正5）年10月 創立（大阪市此花区吉野町3－92）

《製作した主な橋梁》

高島橋人道橋（和歌山県）

　　　　　　　　　　魯

　　　　　　　繕鐵
　　　　　　　　　蜷エ

　　　　　　　　　襲所

［写真一7．51：吉田鉄工所の広告1）］

《資料》

1）畠中士郎編：『建築土木資料集覧』，昭和6年4月10日
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資料No・92

製作所名．渡辺鉄工所

《沿　革》

《製作した主な橋梁》

1922（大正11）年　飯豊川橋梁 （日鉄鉱業専用線）

《資料》

1）土木学会：『歴史的鋼橋集撹』，平成14年
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